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平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

に
「
先
進
移
植
再
生
医
学
講

座
」
が
開
講
と
な
り
ま
し
た
。

鷹
揚
郷
腎
研
究
所
か
ら
の
寄
附

講
座
と
し
て
平
成
二
十
七
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
五
年
間
の
開

講
期
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
教
授
１
（
大
山
併

任
）、
准
教
授
１
（
鳴
海
俊
治

先
生
）、
助
手
１
（
今
西
賢
悟

先
生
）
の
布
陣
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
設
立
を
お
認
め
頂
い

た
弘
前
大
学
と
貴
重
な
御
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
鷹
揚
郷
腎
研
究

所
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
講
座
は
、
腎
不
全
お
よ
び

肝
不
全
の
治
療
法
と
し
て
最
先

端
の
移
植
再
生
医
学
を
医
学
の

教
育
・
研
究
の
中
に
取
り
入

れ
、
新
し
い
医
学
研
究
の
分
野

を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

研
究
成
果
を
血
液
浄
化
療
法
と

移
植
再
生
医
療
に
応
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

具
体
的
研
究
課
題
と
し
て

は
、
①
移
植
臓
器
の
虚
血
、
再

灌
流
障
害
の
解
明
及
び
医
療
へ

の
応
用　

②
拒
絶
反
応
の
制
御

と
医
療
へ
の
応
用　

③
移
植
臓

器
の
機
能
保
持
と
医
療
へ
の
応

用　

④
免
疫
抑
制
剤
に
よ
る
易

感
染
性
の
機
序
解
明
と
対
策　

⑤
臓
器
保
存
法
の
研
究
と
臨
床

応
用　

⑥
腎
臓
お
よ
び
肝
臓
の

再
生
医
学
と
医
療
技
術
と
し
て

の
応
用
研
究　

⑦
地
域
医
療
に

お
け
る
臓
器
移
植
推
進
体
制
の

構
築
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
学
部
学
生
、
大
学

院
生
に
最
先
端
の
移
植
再
生
医

学
の
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
も

活
動
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
ク
ロ
ス

マ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
フ
ロ
ー
サ
イ

ト
メ
ト
リ
ー
、
セ
ル
ソ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
脂
肪
幹
細
胞
培
養
技
術

な
ど
の
最
新
技
術
の
習
得
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
医
学
研
究
科
に

お
け
る
腎
臓
お
よ
び
肝
臓
の
移

植
再
生
医
学
の
研
究
と
教
育

は
、
泌
尿
器
科
学
講
座
、
消
化

器
外
科
学
講
座
お
よ
び
循
環
呼

吸
腎
臓
内
科
学
講
座
が
別
々
に

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
本
寄
附

講
座
は
泌
尿
器
科
学
講
座
、
消

化
器
外
科
学
講
座
お
よ
び
循
環

呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
と
密
接

に
連
携
す
る
関
係
と
し
、
学

内
外
と
の
共

同
研
究
、
学

部
学
生
・
大

学
院
学
生
の

教
育
、
研
究

機
器
の
共
同

利
用
、
セ
ミ

ナ
ー
等
研
究

行
事
の
共
催

を
行
い
、
移

植
再
生
医
学

に
お
け
る
教

育
研
究
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
平
成
二
十

二
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
特
別

教
育
研
究
事
業
（
戦
略
的
研
究

推
進
経
費
）「
免
疫
学
的
不
適

合
臓
器
移
植
の
拡
大
に
向
け
た

基
礎
的
・
応
用
的
研
究
（
免
疫

制
御
と
新
規
移
植
臓
器
開
発

に
よ
る
総
合
的
移
植
医
療
研

究
）」
が
進
行
中
で
す
。
本
年

十
二
月
に
は
移
植
再
生
医
療
や

血
液
病
学
、
癌
研
究
に
必
須
で

「
先
進
移
植
再
生
医
学
講
座
」
開
講

「
先
進
移
植
再
生
医
学
講
座
」
開
講

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

教
授　

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

大　

山　
　
　

力

あ
る
細
胞
分
取
装
置
（
セ
ル

ソ
ー
タ
ー
）
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も

配
備
し
ま
す
の
で
、
医
学
部
、

医
学
研
究
科
の
皆
様
に
広
く
ご

利
用
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
寄
附
講
座
は
移
植
医

療
と
い
う
点
で
こ
の
事
業
と
共

通
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
文
部
科
学
省
特

別
教
育
研
究
事
業
の
推
進
に
も

貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
七
月
に
は
医
学

部
附
属
病
院
に
は
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
時

を
同
じ
く
し
て
改
正
臓
器
移
植

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
脳
死
あ
る
い
は
心
臓
死
の

臓
器
提
供
は
急
激
に
そ
の
機
会

を
増
す
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
臓
器
提
供
と
い
う
国
民
の

尊
い
意
思
に
応
え
、
臓
器
提
供

か
ら
臓
器
移
植
に
至
る
一
連
の

医
療
行
為
を
円
滑
に
施
行
し
、

移
植
医
療
の
充
実
に
寄
与
す
る

こ
と
は
国
の
定
め
る
臓
器
移
植

法
に
盛
り
込
ま
れ
た
重
要
な
責

務
で
あ
り
ま
す
。

　

本
寄
附
講
座
の
設
置
は
本
学

に
お
け
る
移
植
再
生
医
療
の
教

育
、
診
療
お
よ
び
研
究
を
強
力

に
推
進
す
る
も
の
で
す
。
移
植

医
療
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
医

療
に
お
い
て
多
大
な
る
貢
献
を

果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
移
植
再
生
医
療
の
分
野
で

世
界
的
拠
点
の
形
成
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

弘
前
大
学
は
、
果
た
す
べ
き

使
命
の
一
つ
と
し
て
青
森
県
の

医
療
の
充
実
を
か
か
げ
、
こ
れ

ま
で
も
地
域
医
療
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
連

合
」
か
ら
の
寄
附
を
も
と
に
、

四
年
有
期
限
の
寄
附
講
座
「
地

域
医
療
学
講
座
（
つ
が
る
西

北
五
広
域
連
合
）」
が
十
一
月

一
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
、
全
国
で
地
域
医
療
関
連
の

寄
附
講
座
の
開
設
が
相
次
い
で

い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
深

刻
な
医
師
不
足
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
寄
附
講
座
に
も
、
西
北
五

地
域
保
健
医
療
圏
自
治
体
病
院

機
能
再
編
成
計
画
に
係
る
中
核

病
院
（
建
築
に
向
け
て
準
備

中
）
お
よ
び
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療

機
関
の
管
理
運
営
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
な
診
療
・
教
育
の
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
北
地
域
の
医
師
数
は
実

数
、
人
口
十
万
対
と
も
に
全

国
で
も
最
も
少
な
い
地
域
で

あ
り
、
平
成
二
十
年
の
人
口

十
万
対
医
師
数
は
、
西
北
地

域
九
十
五
・
七
人
と
全
国
平
均

（
二
百
十
二
・
九
人
）
の
半
分
以

下
と
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
圏
域
に

お
い
て
は
、
糖
尿
病
専
門
医
、

眼
科
専
門
医
（
十
月
か
ら
常

勤
）、
脳
外
科
医
が
不
在
な
ど
、

中
核
医
療
機
能
を
担
う
べ
き
中

核
病
院
と
し
て
の
医
療
機
能
が

脆
弱
で
あ
る
と
い
う
問
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
本
講
座
の
第
一

の
目
的
は
、
同
地
域
の
脆
弱
な

医
療
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と

で
す
が
、
津
軽
地
域
に
お
い
て

重
要
な
疾
患
（
が
ん
、
糖
尿
病

や
心
血
管
疾
患
）
に
つ
い
て
の

基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
、
地
域

医
療
の
在
り
方
お
よ
び
卒
前
卒

後
の
地
域
医
療
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
関
す
る
研
究
を
行
う
予

定
で
す
。

　

青
森
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で

自
治
体
病
院
の
機
能
分
担
、
再

編
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
西
北
五
医

療
圏
の
自
治
体
病
院
機
能
再
編

成
計
画
は
、
全
国
的
に
も
「
理

想
的
な
地
域
医
療
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。
本
再
編
計

画
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に

は
中
核
病
院
（
病
床
数
四
百

三
十
四
床
予
定
）
が
完
成
し
ま

す
。
中
核
病
院
と
サ
テ
ラ
イ
ト

病
院
が
連
携
し
、
僻
地
や
過
疎

地
の
医
療
を
確
保
し
つ
つ
、
圏

域
全
体
の
医
療
の
充
実
を
図
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
実

践
的
な
臨
床
教
育
を
提
供
で

き
る
卒
前
教
育
病
院
、
ま
た

卒
後
臨
床
研
修
病
院
と
し
て

も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

地
域
医
療
充
実
へ
、
寄
附
講
座

地
域
医
療
充
実
へ
、
寄
附
講
座

「「
地
域
医
療
学
講
座

地
域
医
療
学
講
座

  

（（
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
）」

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
）」

地
域
医
療
学
講
座　

教
授　

地
域
医
療
学
講
座　

教
授　

福　

田　

眞　

作

福　

田　

眞　

作

　

本
講
座
は
、教
授（
併

任
）
の
ほ
か
、
専
任
医

師
四
名
（
准
教
授
１
、

講
師
１
、
助
教
ま
た
は

助
手
２
）
の
計
五
名
で

構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

消
化
器
、
腎
臓
、
糖
尿

病
、
眼
科
を
専
門
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
診
療

部
門
だ
け
で
地
域
中
核

病
院
の
医
療
の
充
実
を

図
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
内

の
多
く
の
関
連
講
座
な

ら
び
に
先
生
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

十
月
二
十
九
日
（
金
）
医
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
第
十
二
回
弘
前
国
際

医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。"Sleep-w

akefulness 
and feeding behavior  -From

 
genes to behavior-"

の
タ
イ

ト
ル
に
て
、
睡
眠
・
覚
醒
、
摂

食
行
動
を
制
御
す
る
オ
レ
キ
シ

ン
お
よ
び
睡
眠
制
御
に
関
与
す

る
機
構
に
焦
点
を
あ
て
ま
し

た
。
オ
レ
キ
シ
ン
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
テ
キ
サ
ス
大
サ
ウ
ス
ウ
ェ

ス
タ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

分
子
遺
伝
学
教
室
で
オ
ー
フ
ァ

ン
受
容
体
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
柳
沢
正
史
教
授
、
秋
田
大

大
学
院
医
学
研
究
科
精
神
科
学

講
座
神
林 

崇
先
生
の
招
待
講

演
、
さ
ら
に
弘
前
大
麻
酔
科
よ

り
櫛
方
哲
也
先
生
、
吉
田 

仁

先
生
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

睡
眠
研
究
の
第
一
人
者
の
ワ
シ

ン
ト
ン
州
立
大
学Jam

es M
. 

K
rueger

教
授
の
招
待
講
演
、

お
よ
び
、
睡
眠
に
関
与
す
る

チ
ャ
ネ
ル
遺
伝
子
異
常
に
関
し

て
弘
前
大
脳
神
経
生
理
学
講
座

上
野
伸
哉
教
授
、
秋
田
大
大
学

院
医
学
研
究
科
細
胞
生
理
学
講

座
村
上 

学
先
生
に
よ
る
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
オ
レ
キ
シ
ン

に
関
す
る
最
先
端
の
話
か
ら
、

睡
眠
へ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

の
レ
ビ
ュ
ー
と
非
常
に
興
味
深

い
講
演
と
な
り
、
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ポ
ス

タ
ー
部
門
で
は
、
十
六
題
の
演

題
が
あ
り
、
脳
神
経
生
理
学
講

座
の
山
田
順
子
先
生
が
ベ
ス
ト

ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク
を

知
る
と
共
に
海
外
研
究
者
と
の

交
流
、
弘
前
大
の
研
究
成
果

発
表
の
場
と
し
て
意
義
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
開
催
に
際
し
、
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
弘
前
大
学
医
学
部
鵬

桜
会
に
こ
の
場
を
お
か
り
し
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

弘
前
国
際
医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告

麻
酔
科
学
講
座　

教
授　

廣　

田　

和　

美

１面：先進移植再生医学講座・地域医療学講座開設
２面：医学研究科長・医学部長寄稿
３面：在府町渡り廊下完成
４面：研究室紹介　総合医学教育学講座
５面：二年次後期編入学が始まって
６面：留学だより
７面：医学展2010を振り返って
８面：東医体報告・人事異動
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医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

地
域
と
共

地
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「
世
界
に
発
信
し
、
地
域
と

共
に
創
造
す
る
弘
前
大
学
」

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
本

学
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
本
学
の
在
り
方
を

考
え
る
時
に
、
き
わ
め
て
妥
当

な
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
は

必
ず
し
も
容
易
で
な
い
場
合
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
の
間
に
医
学
科
学

生
定
員
は
百
二
十
五
人
に
ま
で

増
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

は
、
学
生
定
員
だ
け
か
ら
言
う

と
日
本
一
大
き
な
医
学
科
の
一

つ
に
な
っ
た
こ
と
は
以
前
に
も

書
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
現

状
を
考
え
る
時
、
養
成
医
師
数

を
増
や
す
こ
と
は
私
た
ち
の
責

務
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
た
め

の
環
境
整
備
を
進
め
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
地
域
医

療
関
連
教
育
の
充
実
に
も
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
、
限
界
ま
で
定

員
増
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
定
員
増
に
伴
う
教
育

の
成
果
を
今
後
の
地
域
医
療
の

充
実
へ
と
つ
な
げ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然

で
、〝
弘
前
大
学
専
門
医
養
成

病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞
の
設
立

は
そ
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
単
に
学
生
定
員
が
多

く
な
る
だ
け
で
も
、
大
学
の
規

模
と
教
育
研
究
活
動
が
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
、

経
済
効
果
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
へ
の
貢
献
度
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
学
生

定
員
に
限
ら
ず
、
弘
前
大
学
が

ま
す
ま
す
元
気
に
な
っ
て
活
発

な
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と

そ
れ
自
体
が
地
域
へ
の
貢
献
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味

で
、
医
学
研
究
科
全
体
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
地
域

と
共
に
創
造
す
る
」
弘
前
大
学

の
姿
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
加
え
て
地
域
の
協

力
が
あ
れ
ば
、「
地
域
と
共
に

創
造
す
る
」
事
業
の
活
性
化

と
、
そ
れ
に
よ
る
地
域
貢
献
が

よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

十
一
月
一
日
か
ら
は
、
つ
が
る

西
北
五
広
域
連
合
か
ら
の
寄
附

講
座
と
し
て
「
地
域
医
療
学
講

座
」
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
さ
ら
に
進
ん
だ
地
域
と

の
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
た

め
の
努
力
を
厭
わ
ず
、
地
域
の

理
解
を
も
得
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、
医
学

は
地
域
に
直
結
し
て
い
る
領
域

が
大
き
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り

ま
す
。
地
域
の
理
解
を
得
る
努

力
を
通
し
て
、「
地
域
と
共
に

創
造
」
し
、
力
強
く
「
世
界
に

発
信
す
る
」
大
学
造
り
に
大
い

に
貢
献
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
二

つ
の
目
標
が
互
い
に
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に

示
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
現
状
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
目
標
を
強
く
意
識
し
、
自

他
共
に
認
め
る
「
世
界
に
発
信

し
、
地
域
と
共
に
創
造
す
る
弘

前
大
学
」
を
実
現
す
る
決
意
を

新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
阪
市
立
大
学
赴
任
に
あ
た

り
同
窓
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。
一
九
八
〇
年

夏
、
医
学
部
五
年
生
の
私
は
、

学
友
の
今
橋
君
と
チ
ェ
ン
マ
イ

現
地
調
査
中
の
山
口
富
雄
先
生

を
訪
ね
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
、
ネ

パ
ー
ル
を
旅
し
ま
し
た
。
そ
の

時
感
じ
た
も
の
が
私
の
原
点
と

言
え
ま
す
。
卒
後
臨
床
研
修
を

経
て
山
口
教
授
門
下
寄
生
虫
学

教
室
に
入
れ
て
頂
き
バ
ン
コ
ク

に
お
け
る
熱
帯
医
学
研
修
の
後

ス
マ
ト
ラ
島
の
マ
ラ
リ
ア
対
策

に
二
年
間
行
き
ま
し
た
。
ま
さ

に
駆
け
出
し
の
身
で
し
た
が
流

行
地
患
者
に
接
し
た
時
、
血

が
沸
き
立
つ
の
を
覚
え
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
誘

わ
れ
、
一
九
八
七
年
夏
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
帰
国
し
た
私
は
そ

の
二
ヵ
月
後
に
は
弘
大
を
辞
し

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
に
赴
き
、
そ
の
後

七
年
間
島
嶼
マ
ラ
リ
ア
対
策
に

あ
た
り
ま
し
た
。
一
九
九
三
年

私
は
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
か
ら
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
の
会
議
に
参
加
し
ま
し

た
。
当
時
国
際
社
会
は
一
九
五

五
年
開
始
の
マ
ラ
リ
ア
根
絶
計

画
を
失
敗
と
総
括
し
た
後
、
新

た
な
方
向
性
を
探
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
・
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
の

Björkm
an

に
出
会
い
、
現
場

し
か
知
ら
な
か
っ
た
自
分
は
科

学
的
事
象
把
握
の
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
東

京
女
子
医
大
勤
務
と
な
り
、
カ

ロ
リ
ン
ス
カ
と
の
共
同
研
究
が

現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
は
六
十
八
島
に

百
二
十
の
言
語
集
団
か
ら
な
る

二
十
万
人
が
暮
ら
し
ま
す
。
マ

ラ
リ
ア
流
行
地
住
民
に
と
っ
て

加
齢
に
伴
う
獲
得
感
染
免
疫
は

生
存
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

担
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
未
熟
な

小
児
に
お
い
て
は
化
学
療
法
剤

に
よ
る
早
期
治
療
が
死
を
防
ぐ

要
で
す
。proguanil

は
チ
ト

ク
ロ
ー
ムP450

（CY
P2C19

）

に
よ
る
代
謝
産
物
に
抗
原
虫
作

用
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
低

代
謝
者
（
Ｐ
Ｍ
）
の
患
者
で
は

薬
効
が
な
い
と
い
う
仮
説
検
証

を
試
み
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は

研
修
医
時
代
に
お
世
話
に
な
っ

た
石
崎
高
志
先
生
と
の
議
論
か

ら
出
た
も
の
で
、
そ
れ
を
カ

ロ
リ
ン
ス
カ
に
持
ち
込
み
ま

し
た
。
Ｐ
Ｍ
の
割
合
は
欧
米

三
％
、
東
ア
ジ
ア
二
十
％
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ヴ
ァ
ヌ
ア

ツ
で
そ
れ
が
七
十
％
に
の
ぼ

る
島
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、

Lancet

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

隔
絶
さ
れ
た
小
島
嶼
に
お
い

て
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
が
可
能
か
？

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
に
居
た
一
九
九
一

年
に
、
こ
の
検
証
を
最
南
の
ア

ネ
イ
チ
ュ
ウ
ム
島
に
お
い
て
島

民
集
団
治
療
と
殺
虫
剤
処
理
蚊

帳
配
布
に
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
八
年
間
の
継
続
調

査
を
経
て
、Lancet

に〝M
alaria 

eradication on islands

〞
と
し

て
発
表
し
ま
し
た
（K

aneko et 
al. 2000

）。
こ
れ
は
現
在
進
行

す
る
国
際
社
会
の
新
た
な
マ
ラ

リ
ア
根
絶
へ
の
挑
戦
に
対
し
て

そ
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
二
〇
〇
四
年
か
ら
カ
ロ
リ
ン

ス
カ
に
移
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
調
査
は
撲
滅
維
持
可

能
性
と
い
う
観
点
か
ら
今
な
お

続
け
て
い
ま
す
。
熱
帯
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
根
絶
に
い
た
る

究
極
の
課
題
と
目
さ
れ
、
ア
ネ

イ
チ
ュ
ウ
ム
を
原
点
と
し
た
ケ

ニ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
の
高
度

流
行
島
嶼
に
お
け
る
新
た
な
試

み
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
五
月
弘
前
に
お

い
て
日
本
寄
生
虫
学
会
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
準
備

期
間
中
に
大
会
長
の
神
谷
晴
夫

先
生
が
急
逝
さ
れ
る
と
い
う
悲

し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
遠
藤
学
長
や
学
会
の
東

大
北
先
生
の
ご
尽
力
で
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ら
れ
、
私
は
神
谷
先

生
と
の
約
束
で
あ
っ
た
特
別
講

演
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
十
年
前
医
学
生
と
し
て

初
め
て
海
外
に
出
た
時
か
ら
鵬

桜
会
の
石
戸
谷
先
生
に
は
支
援

し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
桔
梗
野
の
エ
ノ
神
父
の
セ
ン

タ
ー
に
住
み
、
リ
ン
ゴ
倉
庫
の

軒
下
に
あ
っ
た
「
花
見
屋
」
で

毎
晩
悪
友
と
飲
ん
で
い
ま
し

た
。
大
江
の「
見
る
前
に
跳
べ
」

が
愛
読
書
で
し
た
。
バ
ク
先
生

や
生
化
の
清
美
先
生
に
も
人
生

に
つ
い
て
色
々
助
言
を
頂
き
ま

し
た
。
医
学
部
サ
ッ
カ
ー
部
で

は
、
杉
山
先
生
、
整
形
の
岡
村

先
生
や
坪
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
先
輩
に
鍛
冶
町
で
本
当
に
よ

く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
子
に
お
ら
れ
た
横
内
先
生
に

は
一
時
病
気
に
な
っ
た
時
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

教
授
就
任
の
御
挨
拶

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
寄
生
虫
学
講
座　

教
授　

金　

子　
　
　

明

　

か
よ
う
に
ジ
プ
シ
ー
の
よ
う

な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
私
で
す

が
、
こ
の
度
の
就
任
は
こ
れ
ま

で
遠
く
か
ら
暖
か
く
見
守
っ
て

く
れ
た
多
く
の
弘
前
大
学
同
窓

諸
先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で

す
。
私
の
旅
は
ま
だ
終
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日

十
二
時
四
十
分
よ
り
、
医
学

部
基
礎
第
一
講
義
室
に
お
い

て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
成
田
真
由
美

さ
ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
演
テ
ー
マ
は
、「
世
界

か
ら
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
津
軽

を
考
え
る
―
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」。
こ
の
講
演
会
は
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
医
学
科
一
年

次
学
生
に
対
し
開
講
し
て
い
る

新
教
育
科
目
「
臨
床
医
学
入

門
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
、
一
年
生
百
五
名
の
ほ

か
、
六
年
生
の
希
望
者
も
聴
講

し
た
。
成
田
さ
ん
は
、
ご
両
親

が
旧
相
馬
村
の
出
身
。
十
三
歳

の
と
き
に
横
断
性
脊
髄
炎
に
よ

り
両
下
肢
麻
痺
と
な
り
、
車
椅

子
の
生
活
に
な
っ
た
。
し
か
し

水
泳
競
技
を
始
め
る
と
メ
キ
メ

キ
と
頭
角
を
現
わ
し
、
ア
ト

ラ
ン
タ
（
一
九
九
六
年
）、
シ

ド
ニ
ー
（
二
〇
〇
〇
年
）、
ア

テ
ネ
（
二
〇
〇
四
年
）、
北
京

（
二
〇
〇
八
年
）
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
四
大
会
連
続
で
出
場

し
、
十
五
個
の
金
メ
ダ
ル
、
三

つ
の
銀
メ
ダ
ル
、
二
つ
の
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
ま
た
同
時

に
十
三
個
の
世
界
新
記
録
、
二

つ
の
大
会
新
記
録
を
出
し
て
い

る
。
成
田
さ
ん
は
、
講
演
の
中

で
、
障
害
に
よ
っ
て
一
時
は
人

生
に
投
げ
や
り
に
な
っ
た

が
、
家
族
や
医
療
従
事
者

の
支
え
で
前
向
き
に
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
泳
ぐ
こ
と
の
楽
し
さ

や
、
競
技
生
活
の
中
で
出

会
っ
た
海
外
の
ラ
イ
バ
ル

た
ち
と
の
心
の
絆
が
、
今

ま
で
の
自
分
を
支
え
て
き

た
こ
と
な
ど
を
、
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

熱
心
に
語
っ
た
。
ま
た
病

気
、
怪
我
、
障
害
と
闘
う

中
で
、
多
く
の
医
療
従
事
者
に

出
会
い
、
支
え
て
も
ら
っ
た
一

方
で
、
と
き
に
心
な
い
対
応
に

よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
経
験
も

あ
り
、
医
療
従
事
者
の
態
度

が
、
患
者
に
如
何
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
も
率

直
に
語
ら
れ
た
。
ま
た
同
様

に
、
現
代
の
わ
が
国
で
は
、
電

車
内
、
駅
構
内
、
タ
ク
シ
ー
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
日
常
生
活
の
中

で
、
車
椅
子
の
人
に
対
す
る
周

囲
の
対
応
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分

で
あ
り
、
時
に
冷
た
い
視
線
に

出
会
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
欧
米

と
比
べ
日
本
社
会
お
よ
び
日
本

人
が
こ
の
面
で
依
然
と
し
て
未

成
熟
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
と

の
お
話
も
あ
っ
た
。
講
演
の
最

後
に
、
成
田
さ
ん
が
持
参
さ
れ

た
本
物
の
金
メ
ダ
ル
四
個
が
会

場
内
に
回
覧
さ
れ
、
学
生
た
ち

は
成
田
さ
ん
の
汗
と
涙
の
結
晶

で
あ
る
金
メ
ダ
ル
の
ズ
ッ
シ
リ

と
し
た
感
触
を
手
に
取
っ
て
直

に
感
じ
て
い
た
。

　
「
臨
床
医
学
入
門
」
は
一
年

生
諸
君
に
入
学
早
期
よ
り
医
師

に
な
る
こ
と
の
自
覚
を
促
し
、

「
真
の
プ
ロ
意
識
」
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、「
他
人
に
対
す

る
思
い
や
り
や
共
感
力
の
醸

成
」
を
学
習
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
て
い
る
。
今
回
の
成
田
さ
ん

の
講
演
が
、
学
生
た
ち
に
と
っ

て
思
い
や
り
や
共
感
力
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。
ま

た
今
回
成
田
さ
ん
を
本
学
に
お

迎
え
し
、
講
演
を
し
て
頂
く
に

あ
た
り
、
教
室
へ
の
動
線
（
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
昇
降
や
廊
下

の
段
差
な
ど
）
や
ト
イ
レ
の
問

題
な
ど
、
改
め
て
学
内
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
と
そ
の
達
成
度
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
教
職
員
や
学
生
に
と
っ

て
、
成
田
さ
ん
の
来
学
自
体
か

ら
学
ん
だ
こ
と
も
多
か
っ
た
と

言
え
よ
う
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

成
田
真
由
美
さ
ん
講
演
会

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
金
メ
ダ
リ
ス
ト

総
合
医
学
教
育
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之

「臨床医学入門」で講演する成田真由美さん
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い
て
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
工
期
が
長
く
な
り

ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と
を
お

詫
び
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
に
は
渡
り
廊
下
整
備
に
つ

　

平
成
二
十
二
年
八
月
六
日
に

医
学
部
基
礎
校
舎
と
医
学
部
臨

床
研
究
棟
を
結
ぶ
念
願
の
「
在

府
町
渡
り
廊
下
」
が
約
六
ヶ
月

に
わ
た
る
工
事
を
経
て
完
成

し
、
八
月
九
日
に
渡
り
初
め
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
学

長
、
佐
藤
医
学
研
究
科
長
、
對

馬
保
健
学
研
究
科
長
、
花
田
附

属
病
院
長
、
渡
辺
理
事
（
財

務
・
施
設
担
当
）
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
関
係
者
に
よ

る
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
お
忙

し
い
中
、
多
く
の
方
々
に
来
て

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
渡
り
廊
下
改
修
は
、

市
道
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い

た
臨
床
研
究
棟
と
基
礎
校
舎
と

を
結
ぶ
重
要
な
連
絡
通
路
で
あ

る
渡
り
廊
下
に
階
段
が
あ
る
構

造
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
本
町

団
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

基
づ
き
計
画
さ
れ
、
遠
藤
学
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
目

的
積
立
金
に
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

工
事
内
容
と
し
て
は
、
既
存

渡
り
廊
下
の
一
部
（
約
九
十
七

平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
解
体
し
、

新
た
に
渡
り
廊
下
（
約
百
十

平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
新

築
し
て
基
礎
校
舎
二
階

に
接
続
し
、
残
っ
た
既

存
渡
り
廊
下
部
分
（
約

四
十
九
平
方
メ
ー
ト

ル
）
に
つ
い
て
は
内
外

装
改
修
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
渡
り
廊
下
で

は
臨
床
研
究
棟
の
二
階

か
ら
基
礎
校
舎
の
一
階

に
接
続
し
て
い
ま
し
た

が
、
階
段
用
昇
降
機
は

あ
っ
た
も
の
の
、
身
障

者
及
び
荷
物
の
運
搬
等

に
も
支
障
が
あ
っ
た
た

め
、
二
階
に
接
続
し
て

高
低
差
を
最
低
限
に
抑
え
、
ス

ロ
ー
プ
及
び
途
中
に
踊
り
場
を

設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
以
前
よ

り
気
軽
に
通
行
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
の
渡
り
廊
下
で

は
、
冬
は
と
て
も
寒
く
外
部
と

同
じ
気
温
に
な
っ
て
し
ま
い
、

利
用
者
の
一
部
の
方
々
の
間
で

は
「
ア
ラ
ス
カ
通
り
」
と
呼
ば

れ
る
程
で
し
た
。
そ
れ
を
今
回

の
改
修
で
は
、
外
壁
と
天
井
に

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
を
詰
め
た
断
熱

仕
様
に
す
る
こ
と
で
、
冬
で
も

熱
を
逃
が
さ
ず
、
室
内
同
様
に

通
行
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

外
観
に
つ
い
て
は
、
基
礎
校

舎
と
臨
床
研
究
棟
の
間
に
あ
る

の
で
、
両
建
築
物
と
同
系
色
と

し
全
体
的
に
景
観
を
そ
ろ
え
た

こ
と
で
基
礎
校
舎
―
在
府
町
渡

り
廊
下
―
臨
床
研
究
棟
の
三
棟

を
教
育
・
研
究
ゾ
ー
ン
と
し
て

一
体
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

し
た
。
屋
根
に
は
融
雪
ヒ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
渡
り

廊
下
の
下
を
通
る
市
道
に
雪
や

氷
が
落
下
し
な
い
よ
う
に
計
画

し
、
融
雪
ヒ
ー
タ
ー
は
温
度
感

知
式
に
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

在
府
町
渡
り
廊
下
完
成

施
設
環
境
部
長　

上　

野　

泰　

弘
テープカット

　

今
年
度
の
弘
前
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
闘
う
」
が
、
平
成
二
十
二

年
九
月
十
日
（
金
）
に
医
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回

の
公
開
講
座
で
は
、「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
賢
い
戦

略
」（
感
染
生
体
防
御
学
講
座

教
授 

中
根
明
夫
先
生
）、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
」（
小
児

科
助
教 
藤
田
浩
史
先
生
）、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
を

考
え
る
」（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長 

高
梨
信
吾
先
生
）
の
三

つ
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

中
根
先
生
の
講
義
で
は
、
昨

年
流
行
し
て
話
題
と
な
っ
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
中
心
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
構
造
・
特
色
と
流

行
と
の
関
連
、
さ
ら
に
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
こ
と
な
ど
が
分
か
り

易
く
説
明
さ
れ
た
。
藤
田
先
生

の
講
義
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
一
般
的
な
症
状
に
加
え

て
、
合
併
症
（
急
性
肺
炎
、
脳

症
、
心
筋
炎
）
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高梨信吾先生中根明夫先生藤田浩史先生

病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授　

鬼　

島　
　
　

宏

平成22年度

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

公
開
講
座

第52回

北
日
本
病
院
懇
親

野
球
大
会
へ
の
参
加
報
告

薬
剤
学
講
座　

教
授　

早　

狩　
　
　

誠

　

今
年
も
「
教
授
団
」
チ
ー
ム

は
北
日
本
病
院
懇
親
野
球
大
会

へ
参
加
し
ま
し
た
。
当
教
授
団

チ
ー
ム
は
勝
利
を
度
外
視
し
、

如
何
に
満
足
の
い
く
戦
い
を
す

る
か
を
モ
ッ
ト
ー
に
い
つ
も
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
時
に
は
思
惑
と
違
っ
て
初

戦
を
勝
利
す
る
こ
と
も
過
去
に

は
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
炎
天
下
の
も
と
で
の
ダ
ブ

ル
ヘ
ッ
タ
ー
と
な
り
、
第
二
戦

目
は
殆
ど
動
け
な
い
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
今

年
は
暑
い
日
が
続
き
、
選
手
の

健
康
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
日
の
雨
の
影
響
か
危
惧
さ
れ

た
よ
う
な
高
温
に
も
な
ら
ず
、

ま
た
グ
ラ
ン
ド
状
態
が
最
悪
に

も
関
わ
ら
ず
選
手
全
員
の
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
出
場
選
手
は
、教
授
九
名
、

准
教
授
二
名
、
臨
床
検
査
技
師

一
名
、
事
務
職
員
七
名
、
総
勢

十
九
名
で
、
総
監
督
の
佐
藤
敬

医
学
研
究
科
長
に
陣
頭
指
揮
を

取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
監

督
の
花
田
勝
美
病
院
長
か
ら
は

盛
大
な
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。

願
わ
く
ば
花
田
病
院
長
も
ス
パ

イ
ク
を
持
参
し
て
頂
き
た
か
っ

た
で
す
。

　

対
戦
チ
ー
ム
はSH

IGEX

（
シ
ゲ
ッ
ク
ス
）。
以
前
ま
で

耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
チ
ー
ム

名
で
し
た
。
当
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
（
？
）
元
村
教
授
か
ら
は
、

「
ど
ん
な
チ
ー
ム
？
勝
て
る
の

か
な
？
」
と
い
っ
た
質
問
が
あ

り
、
高
校
野
球
の
よ
う
に
事
前

の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
と

こ
ろ
、
非
常
に
若
い
選
手
が
多

い
チ
ー
ム
＝
強
い
! ?
と
い
う
結

論
に
な
り
ま
し
た
。
確
か
に
当

　

十
月
一
日
に
、
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

た
。
佐
藤 

敬
学
科
長
よ
り
、

後
期
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
の

十
月
中
の
第
一
及
び
第
二
ク
ー

ル
の
チ
ュ
ー
タ
ー
担
当
の
辞
令

が
、
医
学
科
六
年
の
有
志
に
手

渡
さ
れ
た
。
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー

諸
君
は
、
総
合
医
学
教
育
学
の

加
藤
博
之
教
授
の
指
導
に
よ
り

九
月
よ
り
既
に
準
備
を
始
め
て

お
り
、
今
回
も
チ
ュ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
を
お
さ
め
て
く
れ
ま

し
た
。
六
年
生
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
諸
君
と
、
加
藤
先
生
に
、

こ
こ
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

三
年
生
お
よ
び
六
年
生
の
感

学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
辞
令
交
付
式

脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授　

上　

野　

伸　

哉

想
を
聞
い
て
み
る
と
、
六
年
生

チ
ュ
ー
タ
ー
の
姿
は
、
三
年
生

に
と
っ
て
数
年
後
の
自
分
の
具

体
的
目
標
と
し
て
大
き
な
刺
激

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
六

年
生
チ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
も

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
残
念
な
が
ら
来
年
度
か
ら

は
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
実

施
時
期
の
変
更
の
た
め
学
生

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
は
、
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
屋
根
瓦
式
教
育
の
実
践
は
、

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
で
の
実
施
に

こ
だ
わ
ら
ず
に
別
の
機
会
を
考

え
て
行
く
予
定
で
す
。

　

八
月
十
日
（
火
）
に
弘
前
大

学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め

も
あ
り
、
参
加
者
の
出
足
が
必

ず
し
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
例
年
に
も
増
し

て
参
加
者
四
百
五
十
七
名
と
多

く
、
メ
イ
ン
会
場
の
臨
床
大
講

義
室
の
み
な
ら
ず
サ
ブ
会
場
の

臨
床
小
講
義
室
も
満
席
と
な
り

ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
佐

藤 

敬
医
学
部
長
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
の

歓
迎
と
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
へ
の
誘
い
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
奥
村 

謙
学
務

委
員
長
か
ら
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
の
特
徴
あ
る
研
究
・
教

育
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
浅

利 

靖
救
急
・
災
害
医
学
講
座

教
授
・
医
学
部
附
属
病
院
高

弘
前
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
る

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

中　

根　

明　

夫

（
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

教
授
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

の
神
経
症
状
か
ら
脳
症
へ
と
進

展
す
る
機
序
、
痙
攣
や
意
識
障

害
に
つ
い
て
も
解
説
が
な
さ
れ

た
。
最
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

脳
症
の
対
処
法
も
説
明
さ
れ

た
。
高
梨
先
生
の
講
義
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
か
ら
み
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
態
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
対
す
る
国

内
外
の
対
応
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
症
に
伴
う
検
疫
や
海

外
渡
航
・
国
内
出
張
・
学
校
へ

の
影
響
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
診

療
の
現
状
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

今
回
の
公
開
講
座
で
は
、
昨

年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
で
注
目
度
が
高
い
内
容
や
小

児
の
合
併
症
で
あ
る
痙
攣
な
ど

の
話
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
講

義
後
も
多
数
の
質
問
が
活
発
に

寄
せ
ら
れ
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
有
意
義
な
公
開
講

座
の
時
間
と
な
っ
た
に
違
い
な

い
。

日
の
練
習
を
見
て
い
る
と
教
授

団
チ
ー
ム
と
は
全
く
違
い
、
素

早
い
身
の
こ
な
し
で
練
習
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
直
感
で

「
こ
れ
は
勝
て
な
い
！
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
試
合
が
始
ま
る

と
当
チ
ー
ム
の
選
手
は
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
必

死
に
ボ
ー
ル
に
向
か
っ
て
お
り

ま
し
た
。
チ
ー
ム
名
と
ル
ー
ル

（
医
師
等
五
名
以
上
出
場
）
か

ら
当
チ
ー
ム
に
は
年
齢
に
は
勝

て
な
い
よ
う
な
選
手
も
多
数
出

場
し
ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
の
中

で
嘗
て
の
名（
迷
）プ
レ
ー
ヤ
ー

ぶ
り
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
た
次

第
で
す
。
試
合
結
果
は
四
対

十
一
と
一
見
大
敗
の
感
が
あ
り

ま
す
が
、
前
半
は
接
戦
の
状
態

で
し
た
。
チ
ー
ムSH

IGEX
X

は
対
戦
相
手
が
教
授
団
と
い
う

こ
と
で
エ
ー
ス
を
温
存
し
二
番

手
投
手
を
先
発
に
当
て
て
き
た

よ
う
で
す
。
制
球
が
定
ま
ら
ず

多
く
の
四
球
を
出
し
た
た
め
、

教
授
団
チ
ー
ム
は
塁
を
に
ぎ
わ

し
、
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
も
出

て
序
盤
で
得
点
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
瞬
「
も
し

か
し
た
ら
数
年
ぶ
り
で
一
回
戦

を
突
破
す
る
の
で
は
。」と
思
っ

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
終

盤
体
力
の
限
界
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
、
守
備
等
の
乱
れ
も

あ
り
大
量
失
点
を
重
ね
、
前
述

の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
試
合
終
了

後
に
出
場
し
た
各
選
手
か
ら
は

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
満
足
感
に
溢

れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

恒
例
と
は
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
試
合
の
た
め
に
前
日

の
お
酒
を
控
え
た
り
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
と
か
各
選

手
で
意
識
を
高
め
て
頂
い
た
よ

う
で
す
。
ご
努
力
に
は
敬
意
を

表
し
ま
す
。ま
た
、教
授
団
チ
ー

ム
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
准
教

授
を
始
め
多
く
の
方
々
に
は
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
楽
し
い
試
合
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
チ
ー
ムSH

IGEX

に
も
深
く
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
各
選
手
の
皆
様
、
来
年

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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平
成
二
十
二
年
六
月
よ
り
、

そ
れ
ま
で
筆
者
が
単
独
で
担
当

し
て
い
た
大
学
院
医
学
研
究
科

総
合
診
療
医
学
講
座
が
総
合
医

学
教
育
学
講
座
と
な
り
、
同
時

に
松
谷
秀
哉
講
師
が
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
た
。
現
在
、
附
属
病

院
総
合
診
療
部
の
大
沢 

弘
准

教
授
と
共
に
三
名
で
活
動
し
て

い
る
。
本
講
座
の
使
命
を
端
的

に
言
え
ば
、
卒
前
か
ら
卒
後
初

期
に
か
け
て
の
臨
床
教
育
が
で

き
る
だ
け
連
続
的
か
つ
有
機
的

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
行
わ

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
具

体
的
に
は
、
卒
前
教
育
と
し
て

は
、
一
年
次
「
臨
床
医
学
入

門
」
の
企
画
・
編
成
・
実
行
、

三
年
次
「
症
候
・
病
態
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
講
義
、
三
年

次
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
の
導

入
の
サ
ポ
ー
ト
、
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
（
六
年
生
）
の
教
育
と

運
営
補
助
、
四
年
次
Ｃ
Ｂ
Ｔ

（Com
puter Based T

esting

）

の
運
営
、
四
年
次Pre BSL

の
企
画
・
編
成
・
運
営
、
四

年
次
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（O

bjective 
Structured Clinical Exam

i-
nation

：
客
観
的
臨
床
能
力
試

験
）
の
運
営
、
六
年
次
後
期
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
企
画
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
他
の
研
究

室
同
様
に
、
五
年
次
Ｂ
Ｓ
Ｌ
教

育
、
六
年
次
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
も
分
担
担
当
し

て
い
る
。
さ
ら
に
六
年
次
ク
リ

ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
の

「
へ
き
地
医
療
機
関
実
習
」
の

成
果
発
表
会
を
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
行
っ
た
り
、
実
習
感
想

文
集
の
編
集
作
業
も
お

手
伝
い
し
て
い
る
。
な
お

Pre BSL

やO
SCE

で

活
躍
し
て
い
る
模
擬
患

者
（
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
）
の
皆
様
の

お
世
話
係
も
担
当
し
て

い
る
。
卒
後
教
育
に
お
い

て
は
、
主
に
附
属
病
院
卒

後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

を
担
当
し
て
お
り
、
研
修

医
が
滞
り
な
く
研
修
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
附
属
病
院
に
お
け
る

診
療
面
で
は
総
合
診
療
部
を
担

当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
本
学

の
研
修
医
が
増
加
す
る
よ
う
、

学
内
外
、
県
内
外
で
各
種
Ｐ
Ｒ

活
動
を
す
る
こ
と
も
重
要
な
仕

事
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
筆
者

は
、
青
森
県
医
師
臨
床
研
修
対

策
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
県

内
各
臨
床
研
修
病
院
と
連
携

し
、
本
県
の
臨
床
研
修
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
事
業
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
活
動
を
貫
く
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
医
学
生
や

研
修
医
に
、
常
に
医
師
と
し
て

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
涵
養
す
べ
く
努
め
て
お
り
、

し
か
も
で
き
る
だ
け
楽
し
く
学

べ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
。
臨
床
実
習
を
開
始

す
る
五
年
次
の
冒
頭
に
行
う

「
Ｓ
Ｄ
章（Student D

octor

章
）

総
合
医
学
教
育
学
講
座

総
合
医
学
教
育
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之

総合医学教育学講座、総合診療部のメンバー。
左から大沢 弘、加藤博之、松谷秀哉

　

平
成
二
十
一
年
度
の
入
試

か
ら
新
た
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
入
試
（
Ａ
Ｏ
入

試
）
が
行
わ
れ
、
Ａ
Ｏ
入
試
も

三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
受
験

生
に
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

目
的
で
、
本
年
度
も
二
回
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
第
一
回
目
は
五
月
二
十
二

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
三
時

半
ま
で
、
臨
床
大
講
義
室
で
行

い
ま
し
た
。
高
校
三
年
生
を
中

心
に
生
徒
百
二
十
名
、
保
護

者
・
高
校
教
諭
二
十
二
名
の
計

百
四
十
二
名
と
、
こ
れ
ま
で
の

最
多
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し

た
。
講
義
は
三
コ
マ
組
み
ま
し

た
。
最
初
に
佐
藤 

敬
医
学
部

長
か
ら
講
義
一
「
弘
前
大
学
医

学
部
の
姿
勢
と
将
来
性
」
が
行

Ａ
Ｏ
入
試
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る

―
県
内
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
の
懇
談
会
も
含
め
て
―

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

中　

根　

明　

夫

（
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

教
授
）

わ
れ
、
弘
前
大
学
医
学
部
の
概

要
と
医
学
部
学
生
・
医
師
・
医

学
研
究
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

人
間
像
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
入
試
専
門
委
員
長

に
よ
る
講
義
二
「
弘
前
大
学
Ａ

Ｏ
入
試
選
抜
の
概
要
及
び
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
の
教
育
の

概
要
」
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
の
資

格
、
選
抜
方
法
、
医
学
教
育
六

年
間
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
加
藤
博
之
卒
後
研
修
委

員
長
に
よ
る
講
義
三
「
弘
前
大

学
医
学
部
の
卒
前
卒
後
教
育
と

将
来
の
展
望
」
で
は
、
卒
前
臨

床
実
習
と
医
学
部
附
属
病
院
で

の
卒
後
臨
床
研
修
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
い
ず
れ
の

講
義
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

第
二
回
目
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

は
八
月
十
一
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
前
日

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

催
さ
れ
た
た
め
か
、
今
回
の
参

加
者
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
生
徒
二
十
七
名
、
保
護

者
・
高
校
教
諭
十
七
名
の
計

四
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
は
四
コ
マ
組
ま
れ

ま
し
た
。
佐
藤 

敬
医
学
部
長

か
ら
講
義
一
「
弘
前
大
学
医
学

部
の
姿
勢
と
将
来
性
」、
入
試

専
門
委
員
長
に
よ
る
講
義
二

「
弘
前
大
学
Ａ
Ｏ
入
試
選
抜
の

概
要
」、
そ
し
て
奥
村 

謙
学
務

委
員
長
に
よ
る
講
義
三
「
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
の
教
育
」

と
順
次
行
わ
れ
、
最
後
の
講
義

は
遠
藤
正
彦
学
長
に
よ
る
「
青

森
の
医
学
を
拓
い
た
人
」
と
題

し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
究
面
で
は
、
弘
前
大

学
医
学
部
元
教
授
で
あ
り
文
化

勲
章
受
賞
者
の
高
橋
信
次
先
生

を
は
じ
め
、
弘
前
大
学
医
学
部

で
活
躍
・
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た

先
生
方
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
講
義
の
至
る
所
で
遠
藤
学

長
が
考
え
る
将
来
の
医
療
人
と

し
て
期
待
さ
れ
る
人
物
像
に
つ

い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
講

義
終
了
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
本
年
度
の
Ａ
Ｏ
入
試
ス

ク
ー
リ
ン
グ
の
日
程
が
終
了

し
、
Ａ
Ｏ
入
試
本
番
へ
の
準
備

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

六
月
三
日
（
木
）、
Ａ
Ｏ
入

試
実
施
に
対
し
有
効
な
意
見
交

換
を
す
る
た
め
に
、
昨
年
よ
り

さ
ら
に
二
週
間
早
く
、
青
森

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
青
森
県
内
高
等
学
校
進
路
指

導
担
当
教
諭
と
の
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
も
今
年
で
六
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
弘
前
大
学
側
か
ら
、
佐

藤
医
学
部
長
、
入
試
専
門
委
員

長
、
坂
下
入
試
課
長
を
は
じ
め

六
名
、
県
内
高
校
側
は
十
六
校

の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方
が

出
席
し
ま
し
た
。
佐
藤
医
学
部

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
入
試
専

門
委
員
長
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
の
入
試
結
果
と
平
成
二
十
三

年
度
の
入
試
の
変
更
点
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
学
と
高
校
間
の
質
疑
応

答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
一

時
間
半
の
懇
談
会
が
終
了
し
ま

し
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
は

高
校
関
係
者
の
理
解
が
高
ま
っ

た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ａ
Ｏ
入
試
は
、
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
高
校
関
係
者
や
保
護

者
も
き
わ
め
て
高
い
関
心
を
寄

せ
て
お
り
、
実
施
す
る
側
と
し

て
は
気
を
引
き
締
め
て
準
備
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
二
回
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
準
備
や
当
日
の
施
行
に

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
先

生
方
お
よ
び
学
務
グ
ル
ー
プ
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
入
学
の
医

学
科
一
年
次
学
生
を
対
象
と
し

た
「
臨
床
医
学
入
門
早
期
体
験

実
習
【
別
名
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｅ
Ｅ
）】」
が
、

九
月
一
日
〜
八
日
の
期
間
内
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｅ
は
、

平
成
二
十
一
年
度
入
学
生
か
ら

適
用
さ
れ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
い
て
「
臨
床
医
学
入
門
」

の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
実
習
は
、「
可

愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
の

喩
え
通
り
、
将
来
の
夢
を
漠
然

と
描
き
つ
つ
も
医
療
・
福
祉
の

現
場
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
新

入
生
が
、
こ
れ
か
ら
六
年
間
の

勉
学
と
生
活
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
続
す
る
意
味

で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
有
意
義

な
教
育
方
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

八
月
三
十
日
（
月
）、
実
習

に
先
立
ち
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。今
年
は
、

昨
年
の
よ
う
な
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
注
意
喚
起
も

無
く
、
学
外
の
老
人
保
健
施
設

や
知
的
障
害
者
施
設
な
ど
を
三

日
間
、
附
属
病
院
内
の
各
病
棟

を
二
日
間
、
計
五
日
間
の
実
習

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
ま
し

た
。
特
に
、
砂
田
弘
子
看
護
部

長
か
ら
は
、
実
習
に
際
し
て
の

心
構
え
、
将
来
医
師
と
し
て
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
時
の
最
低

限
の
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
説
明

臨
床
医
学
入
門
早
期
体
験
実
習（
Ｅ
Ｅ
）

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座　

教
授　

木　

村　

博　

人

が
あ
り
、
安
田
文
子
副
看
護
部

長
か
ら
は
「
手
洗
い
と
手
指
消

毒
」
を
中
心
と
し
た
院
内
感
染

防
止
対
策
と
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
外
施
設
・
院
内
病
棟
に
お

け
る
実
習
で
は
、
体
験
レ
ポ
ー

ト
（
実
習
記
録
）
を
提
出
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
九
月
十
日
（
金
）
に
臨
床

小
講
義
室
に
於
い
て
全
体
反
省

会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
反
省

会
に
は
、
学
外
施
設
か
ら
石
岡

良
子
先
生
（
三
和
の
里
）、
柳

谷
真
毅
先
生
（
拓
光
園
）、
太

田
清
道
先
生
（
ワ
ー
ク
ラ
ン

ド
茜
）、
三
上
修
司
先
生
（
三

和
園
）、
佐
々
木
裕
美
先
生

（
松
山
荘
）、
長
峰
美
恵
子
先

生
（
ヴ
ィ
ラ
弘
前
）
の
六
名

の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

各
々
の
先
生
か
ら
実
習
生
に
対

す
る
講
評
を
簡
潔
に
述
べ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
実
習
態
度
は
概

ね
良
好
で
あ
っ
た
と
の
評
価
で

し
た
。
引
き
続
き
砂
田
看
護
部

長
か
ら
院
内
実
習
に
対
し
て
講

評
を
頂
き
ま
し
た
（
写
真
）。

　

以
上
の
学
外
・
院
内
実
習
を

踏
ま
え
て
、
臨
床
医
学
入
門
の

講
義
時
間
内
で
「
ア
ー
リ
ー
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
学
ん
だ

こ
と
」
と
題
し
て
、
十
月
六
日

と
十
三
日
の
二
回
に
分
け
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
授
業
を
実
施

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
「
米
国
と
の
対
比
か
ら
学
ぶ

日
本
の
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
」

と
題
し
た
模
擬
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
七
月
に
開
設
さ
れ
た

医
学
部
附
属
病
院
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
救
急
医

療
の
話
に
つ
い
て
、
浅
利
教
授

の
軽
妙
な
語
り
口
に
参
加
者
は

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
一
転
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
「
学

生
コ
ー
ナ
ー
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
医
学
科
一
年
生
、三
年
生
、

四
年
生
の
学
生
諸
君
に
「
学
生

生
活
楽
し
み
中
」
と
題
し
、
楽

し
く
、
か
つ
た
め
に
な
る
学
生

生
活
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
昼
食
後
、
青
森
県
か
ら
山

中
朋
子
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、「
医
学
修
学
資
金
貸
与
制

度
に
つ
い
て
」
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
施

設
見
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ま
ず
参
加
者
全
員
に
大
講
義
室

で
福
田
幾
夫
胸
部
心
臓
血
管
外

科
学
講
座
教
授
と
小
笠
原
尚
志

助
手
の
解
説
の
も
と
に
手
術
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
毎
年
も
っ
と
も
人
気
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
生
徒
達

の
興
味
半
分
か
ら
真
剣
な
ま
な

ざ
し
に
変
わ
っ
て
い
く
様
は
、

福
田
教
授
や
小
笠
原
助
手
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
薬
剤
部
、
検
査

部
、
放
射
線
部
の
三
施
設
の
施

設
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
施

設
見
学
と
並
行
し
て
、
午
後
一

時
半
に
在
校
生
と
見
学
者
と
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
医
学

科
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

閉
幕
し
ま
し
た
。
今
年
も
参
加

者
は
、
県
内
、
東
北
各
地
の
み

な
ら
ず
、
全
国
か
ら
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
学
生
コ
ー
ナ
ー
」
は
今
年

も
学
生
自
治
会
に
協
力
を
求

め
、
受
付
時
の
誘
導
、
施
設
見

学
の
付
き
添
い
も
担
当
し
て
も

ら
い
、
参
加
し
た
生
徒
と
医
学

科
学
生
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が

増
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
回

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
準

備
や
当
日
の
施
行
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
学

生
自
治
会
学
生
諸
君
、
学
務
グ

ル
ー
プ
に
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

授
与
式
」
の
提
案
や
、
年
度
末

の
研
修
医
と
学
生
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
「
ベ
ス
ト
研
修
医
賞
選

考
会
」
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
述
べ

た
教
育
は
す
べ
て
、
我
々
が
単

独
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、

学
内
の
す
べ
て
の
先
生
方
、
県

内
各
地
の
学
生
実
習
を
お
願
い

し
て
い
る
す
べ
て
の
施
設
、
さ

ら
に
は
す
べ
て
の
臨
床
研
修
協

力
病
院
・
施
設
と
綿
密
な
連
携

を
図
ら
な
け
れ
ば
、
一
つ
と
し

て
成
り
立
た
な
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ご
協
力
を

賜
っ
て
き
た
学
内
外
の
す
べ
て

の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
各

位
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
全

力
を
挙
げ
る
所
存
で
あ
る
。
引

き
続
き
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
た
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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一
年
生
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
で
活
躍
す
る
模
擬
患
者

総
合
医
学
教
育
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之

　

本
学
医
学
科
で
は
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
、
一
年
次
学
生

に
対
し
、
新
教
育
科
目
「
臨
床

医
学
入
門
」
を
開
講
し
て
い

る
。
本
科
目
は
一
年
生
諸
君
に

入
学
早
期
よ
り
医
師
に
な
る
こ

と
の
自
覚
を
促
し
、「
真
の
プ

ロ
意
識
」
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
第
一
歩
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
①
積
極
的
に
自
ら
学
ぶ

姿
勢
の
定
着
、
②
社
会
人
と
し

て
の
基
本
的
態
度
の
修
得
（
挨

拶
、
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な
ど

を
含
む
）、
③
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
や
共
感
力
の
醸
成
、

④
「
医
師
不
足
問
題
」
に
対
す

る
当
事
者
意
識
の
涵
養
、
⑤
地

元
地
域
社
会
に
対
す
る
理
解
、

な
ど
を
学
習
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
入
学

直
後
に
「
こ
ん
な
医
師
に
な
り

た
い
」
と
い
う
自
ら
の
目
標
を

文
章
化
し
、
同
級
生
全
員
の
前

で
発
表
す
る
の
を
は
じ
め
、「
医

学
・
医
療
・
医
師
に
対
す
る
患

者
さ
ん
の
期
待
」
に
つ
い
て
考

え
る
グ
ル
ー
プ
学
習
、
さ
ら

に
、
実
際
に
地
域
医
療
に
従
事

し
て
い
る
県
内
の
ベ
テ
ラ
ン
医

師
の
講
話
、
医
学
部
長
、
附
属

病
院
長
、
学
務
委
員
長
に
よ
る

本
学
の
診
療
・
教
育
・
研
究
の

歴
史
と
今
後
の
展
望
、「
津
軽

学
」
の
学
習
（
白
神
、ね
ぷ
た
、

津
軽
弁
な
ど
）、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
な
ど
を
内
容
と
し

て
い
る
。ま
た
、従
来
か
ら
行
っ

て
い
た
「
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
」
も
本
教
育
の
一

環
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
以
下
、「
臨
床
医
学
入
門
」

の
一
環
と
し
て
十
一
月
よ
り
始

ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
「
模
擬
患
者
さ
ん
と
話
し

て
み
よ
う
」
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

　

模
擬
患
者
さ
ん
（Sim

ulated 
Patient

あ
る
い
はStandard-

ized Patient

の
略
。〝
Ｓ
Ｐ
さ

ん
〞
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
は
、

医
学
生
に
対
す
る
教
育
の
た
め

に
、〝
患
者
役
〞
を
演
じ
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
あ

り
、
本
学
で
は
従
来
か
ら
四
年

次
末
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
お
よ
びPre 

BSL

の
「
医
療
面
接
」
に
参

画
し
て
頂
い
て
い
る
。
五
年
次

か
らStudent D

octor

と
し
て

臨
床
実
習
の
な
か
で
実
際
の
患

者
さ
ん
に
接
す
る
学
生
に
と
っ

て
、
そ
の
前
段
階
で
模
擬
患
者

に
よ
る
医
療
面
接
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
今
回
、
一
年
次
「
臨
床
医

学
入
門
」
で
は
、
こ
の
模
擬
患

者
さ
ん
た
ち
に
ご
協
力
頂
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
演
習

の
一
環
と
し
て
、
一
年
生
が
模

擬
患
者
さ
ん
た
ち
と
対
話
す
る

実
習
を
行
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
ま
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
を
講
義
し
た
後
、
学

生
が
模
擬
患
者
さ
ん
に
「
自
分

は
こ
ん
な
医
師
に
な
り
た
い
」

を
テ
ー
マ
に
五
分
間
話
を
す
る

こ
と
と
し
た
（
写
真
）。
自
分

の
思
い
を
上
手
に
伝
え
る
た
め

に
は
、
話
し
た
い
内
容
を
要
領

よ
く
ま
と
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
挨
拶
や
自
己
紹
介
、
話
す

ス
ピ
ー
ド
、
声
の
大
き
さ
、
言

葉
づ
か
い
、
表
情
や
し
ぐ
さ
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
動
員
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
初
対

面
の
人
に
対
し
、
こ
れ
ら
を
上

手
に
行
う
こ
と
は
意
外
に
難
し

緊張した面持ちで、模擬患者さんと話す１年生
　

前
号
で
、
平
成
二
十
二
年
十

月
入
学
の
二
年
次
後
期
学
士
編

入
学
生
（
九
期
生
）
の
合
格
が

決
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
が
、
全
員
無
事
十
月
一
日
の

入
学
式
に
顔
を
揃
え
、
現
在
一

般
入
学
の
学
生
と
共
に
元
気

に
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
生
化

学
、
免
疫
学
の
講
義
と
実
習
の

履
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
、
志
願
者
お
よ
び
合

格
者
の
傾
向
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
が
、
詳
細
な
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
入
学
前
で
あ
っ
た
た

め
公
表
を
差
し
控
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
合
格
者
は
全
員
入
学

し
ま
し
た
の
で
、
従
来
の
デ
ー

二
年
次
後
期
編
入
学
が
始
ま
っ
て

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

中　

根　

明　

夫

（
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

教
授
）

志願者数（男女比）
15年度 614（389/225）

16年度 449（279/170）

17年度 509（319/190）

18年度 425（282/143）

19年度 497（310/187）

20年度
全国枠
県内枠

517（312/205）
463（273/190）
54（39/15）

21年度
全国枠
県内枠

470（309/161）
417（274/143）
53（35/18）

22年度
全国枠
県内枠

449（302/147）
403（270/133）
 46（32/14）

22年度
（２年次後期）

全国枠
県内枠

401（272/129）
365（251/114）
36（22/14）

22年度（２年次後期）受験生の主な出身大学
１．早稲田大学 22 ６．北海道大学 11
２．慶應義塾大学 19 ７．京都大学 10
３．東北大学 16 ８．東京大学 8
４．弘前大学 15 ８．名古屋大学 8
５．東京理科大学 13 10．横浜国立大学 7

10．東海大学 7

入学時年齢別志願者数（%）
22～25歳 26～30歳 31～35歳 36歳以上

15年度 219（35.7） 206（33.6） 112（18.2） 77（12.5）
16年度 144（32.1） 161（35.9） 82（18.3） 62（13.8）
17年度 164（32.2） 194（38.1） 82（16.1） 69（13.6）
18年度 125（25.4） 163（38.4） 79（18.6） 58（13.6）
19年度 161（32.4） 164（33.0） 108（21.7） 64（12.9）
20年度 154（29.8） 177（34.2） 107（20.7） 79（15.3）
21年度 146（31.1） 156（33.2） 100（21.3） 68（14.4）
22年度 132（29.4） 156（34.7） 91（20.3） 70（15.6）
22年度

（２年次後期） 102（25.4） 165（41.1） 76（19.0） 58（14.5）

学部卒後経過年数別志願者数（％）
在学中 １年 ２年 ３年 ４年 ５年～

15年度 113（18.4） 71（11.6） 82（13.4） 47（7.7） 34（5.5） 267（43.5）
16年度 69（15.4） 44（7.2） 56（12.5） 35（7.8） 39（8.7） 206（45.9）
17年度 75（14.7） 55（10.8） 62（12.2） 61（12.0） 34（6.7） 222（43.6）
18年度 62（14.6） 34（8.0） 45（10.6） 40（9.4） 36（8.5） 208（48.9）
19年度 81（16.3） 42（8.4） 52（10.5） 51（10.3） 37（7.4） 234（47.1）
20年度 86（16.6） 42（8.1） 46（8.9） 37（7.2） 40（7.7） 266（51.5）
21年度 101（21.5） 41（8.7） 41（8.7） 32（6.8） 30（6.4） 225（47.9）
22年度 91（20.3） 39（8.7） 40（8.9） 36（8.0） 36（8.0） 207（46.1）
22年度

（２年次後期） 　3（0.7） 35（8.7） 48（12.0） 46（11.5） 35（8.7） 234（58.4）

大学院修了・在学志願者数（％）

修　士 博　士 計

15年度 160 （26.1） 43 （7.0） 203 （33.1）
16年度 119 （26.5） 13 （2.9） 132 （29.4）
17年度 143 （28.1） 20 （3.9） 163 （32.0）
18年度 122 （28.7） 15 （3.5） 137 （32.2）
19年度 150 （30.2） 17 （3.4） 167 （33.6）
20年度 157 （30.4） 24 （4.6） 181 （35.0）
21年度 129 （27.5） 10 （2.1） 139 （29.6）
22年度 126 （28.1） 16 （3.5） 142 （31.6）
22年度

（２年次後期） 127 （31.7） 12 （3.0） 139 （34.7）

出身学部系別志願者数（％）

文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（外国等）

15年度 205 （33.4） 186（30.3） 57 （9.3） 24（3.9） 84 （13.7） 14（2.3） 29 （4.7） 15 （2.4）
16年度 123 （27.4） 183（40.8） 37 （8.2） 13 （2.9） 48 （10.7） 7（1.6） 21 （4.7） 17 （3.8）
17年度 141 （27.7） 187（36.7） 40 （7.9） 14 （2.8） 69 （13.6） 4（0.8） 37 （7.3） 17 （3.3）
18年度 114 （26.8） 152（35.8） 32 （7.5） 11 （2.6） 74 （17.4） 6（1.4） 33 （7.8） 3 （0.7）
19年度 120 （24.2） 189（38.0） 48 （9.7） 15 （3.0） 76 （15.3） 2（0.4） 29 （5.8） 18 （3.6）
20年度 104（20.1） 149（28.8） 86（16.6） 10（1.9） 90（17.4） 9（1.7） 41（7.9） 28（5.4）
21年度 84（17.9） 161（34.3） 35（7.4） 16（3.4） 81（17.2） 9（1.9） 52（11.1） 32（6.8）
22年度 108（24.1） 123（27.4） 66（14.7） 15（3.3） 62（13.8） 10（2.2） 49（10.9） 16（3.6）
22年度

（２年次後期） 99（24.7） 129（32.2） 29（7.2） 13（3.2） 61（15.2） 9（2.3） 36（9.0） 25（6.2）

男女別合格者数

男 女

15年度 14 6
16年度 13 7
17年度 12 8
18年度 17 3
19年度 14 6
20年度 13 7
21年度 15 5
22年度 17 3
22年度

（２年次後期） 14 6

大学院修了・在学合格者数（％）

修　士 博　士 計

15年度 8（40） 1（5） 9（45）
16年度 7（35） 1（5） 8（40）
17年度 6（30） 3（15） 9（45）
18年度 9（45） 2（10） 11（55）
19年度 11（55） 1（5） 12（60）
20年度 6（30） 4（20） 10（50）
21年度 6（30） 2（10） 8（40）
22年度 6（30） 1（5） 7（35）
22年度

（２年次後期） 5（25） 1（5） 6（30）

入学時年齢別合格者数（％）
22～25歳 26～30歳 31～35歳 36歳以上 平均年齢

15年度 9（45） 11（55） 0 0 26±2.3
16年度 7（35） 101（50） 2（10） 1（5） 28±3.7
17年度 9（45） 　6（30） 4（20） 1（5） 27±3.9
18年度 6（30） 10（50） 4（20） 0 28±3.8
19年度 7（35） 　9（45） 3（15） 1（5） 28±3.6
20年度 4（20） 11（55） 5（25） 0 28±3.8
21年度 8（40） 　8（40） 3（15） 1（5） 27.05
22年度 7（35） 　7（35） 5（25） 1（5） 28.10
22年度

（２年次後期） 10（50） 　7（35） 3（15） 0（0） 26.45

学部卒後経過年数別合格者数（％）
在学中 １年 ２年 ３年 ４年 ５年～

15年度 3（15） 4（20） 2（10） 2（10） 2（10） 7（35）
16年度 2（10） 1（5） 3（15） 2（10） 3（15） 9（45）
17年度 5（25） 2（10） 2（10） 2（10） 4（20） 5（25）
18年度 3（15） 1（5） 3（15） 2（10） 2（10） 9（45）
19年度 2（10） 2（10） 4（20） 0 1（5） 11（55）
20年度 2（10） 3（15） 0 1（5） 1（5） 13（65）
21年度 7（35） 2（10） 1（5） 0 3（15） 7（35）
22年度 5（25） 2（10） 1（5） 2（10） 1（5） 9（45）
22年度

（２年次後期） 0（0） 4（20） 4（20） 3（15） 1（5） 8（40）

出身学部系別合格者数（％）

文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（外国等）

15年度 6（30） 3（15） 6（30） 0 3（15） 0 0 2（10）
16年度 8（40） 8（40） 2（10） 0 1（5） 0 1（5） 0
17年度 4（20） 10（50） 3（15） 1（5） 2（10） 0 0 0
18年度 1（5） 10（50） 3（15） 0 2（10） 0 3（15） 1（5）
19年度 0 10（50） 2（10） 1（5） 5（25） 1（5） 0 1（5）
20年度 2（10） 5（25） 6（30） 0 4（20） 1（5） 1（5） 1（5）
21年度 3（15） 6（30） 2（10） 2（10） 5（25）  0 2（10） 0
22年度 3（15） 4（20） 5（25） 1（5） 4（20）  0 3（15） 0
22年度

（２年次後期） 1（5） 9（45） 2（10） 1（5） 3（15）  0 2（10） 2（10）

22年度（２年次後期）合格者出身大学
３名合格：東北大学、東京工業大学

２名合格：京都大学

１名合格：東京大学、東京外国語大学､
　　　　　埼玉大学、新潟大学、広島大学、
　　　　　岡山大学、早稲田大学、
　　　　　慶應義塾大学、明治薬科大学、
　　　　　奈良女子大学、アーカンソー大学、
　　　　　ボストン大学

タ
も
含
め
、
今
回
公
表
い
た
し

ま
す
。

し
ま
し
た
。
授
業
形
式
は
昨
年

と
同
様
、
百
五
名
の
学
生
の
半

数
を
十
四
班
に
分
け
、
各
班
の

代
表
者
に
「
班
の
ま
と
め
」
を

発
表
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
の
体

験
実
習
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
し

て
、
大
部
分
の
班
か
ら
①
思
い

や
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
、
②
専
門
的
医
学
知

識
・
医
療
技
術
の
大
切
さ
、
③

医
療
人
と
し
て
の
体
力
・
自
己

管
理
の
大
切
さ
の
三
点
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

卒
業
ま
で
の
五
年
半
、
尊
敬
さ

れ
る
臨
床
医
を
目
指
し
て
心
技

体
の
鍛
錬
に
い
そ
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

い
こ
と
を
、
ま
ず
一
年
生
た
ち

に
体
験
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て

更
に
、
臨
床
の
現
場
で
初
診
の

患
者
さ
ん
は
、
診
察
室
の
中
で

医
師
と
相
対
し
た
と
き
に
、
同

じ
思
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を

想
像
で
き
る
医
学
生
に
な
っ
て

欲
し
い
と
も
思
う
。
人
間
を
相

手
に
す
る
医
師
と
い
う
仕
事
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
習
得
が
欠
か
せ
な
い
が
、

本
実
習
が
そ
の
良
き
ス
タ
ー
ト

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

看護部長の講評を神妙に聞く１年次学生
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が
、
も
ち
ろ
ん
全
員
術
着
な
訳

で
す
。
か
な
り
目
立
っ
て
い
た

し
、
清
潔
・
不
潔
の
概
念
は
ど

こ
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

眼
科
で
は
、
外
来
見
学
の

他
、
研
修
医
向
け
講
義
やw

et 
lab

も
見
学
し
ま
し
た
。
な
か

で
もoculoplastic surgery

の

専
門
外
来
は
、
麦
粒
腫
の
小
手

術
か
ら
外
傷
後
や
バ
セ
ド
ウ
眼

症
の
修
復
・
形
成
術
そ
し
て
美

容
目
的
の
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
ま

で
、
眼
周
囲
の
外
科
手
術
ば
か

り
を
扱
っ
て
お
り
、
新
鮮
で
面

白
か
っ
た
で
す
。

　

最
終
日
は
現
地
医
学
生
と
一

緒
に
、
生
理
学
と
神
経
内
科
の

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
英
語
で

行
わ
れ
る
以
外
は
日
本
と
変
わ

り
無
く
、
文
字
ば
っ
か
り
の
ス

ラ
イ
ド
は
万
国
共
通
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
医
学
生

は
日
本
よ
り
積
極
的
な
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
国
民
性
の
問
題

で
あ
り
学
生
の
質
と
し
て
は
同

様
に
感
じ
ま
し
た
（
た
だ
し
出

席
率
は
ア
メ
リ
カ
が
断
然
高
い

で
す
）。

　

よ
く
ア
メ
リ
カ
の
医
学
生
は

留学だより留学だより
テネシー大学及び
三沢空軍病院への学生派遣

　

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日

か
ら
九
月
二
日
ま
で
行
わ
れ
た

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
病
院
実

習
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
現

地
で
は
、
テ
ネ
シ
ー
州
脳
外
科

学
会
、
外
傷
セ
ン
タ
ー
・
脳
外

科
・
眼
科
実
習
、
授
業
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

テ
ネ
シ
ー
州
脳
外
科
学
会

は
、
本
来
は
交
換
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
日

程
が
近
か
っ
た
た
め
、
個
人
的

に
連
絡
し
参
加
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
大
熊
教
授
の
紹
介
で

大
御
所D

r. Robertson

と
お

会
い
し
ま
し
た
。

　

外
傷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通

事
故
、
銃
や
暴
行
に
よ
る
外
傷

の
救
急
搬
送
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管
理
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
研
修

医
は
、
大
忙
し
の
た
め
Ｃ
Ｎ
Ｎ

よ
り
も
早
口
で
、
ま
た
日
本
で

使
わ
な
い
略
語
も
多
く
、
初
め

は
言
っ
て
る
こ
と
を
理
解
す
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

脳
外
科
実
習
で
は
、
毎
朝

五
時
半
か
ら
回
診
、
ま
た
外

来
・
病
棟
・
手
術
を
見
学
し
ま

し
た
。
手
術
日
に
は
必
ず
手

洗
い
で
入
り
、
助
手
や
糸
結

び
・
縫
合
な
ど
学
生
が
実
際
に

参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
沢
山
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
衝
撃
的
だ
っ

た
の
は
、
脳
外
科
は
激
務
の
た

め
、
現
在
テ
ネ
シ
ー
州
に
女
医

が
一
人
し
か
い
な
い
と
聞
い
た

こ
と
で
す
。
ど
お
り
で
ノ
リ
が

男
子
校
っ
ぽ
い
わ
け
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
で
は
、
術

着
で
出
勤
す
る
こ
と
が
普
通
で

す
。
私
も
指
導
医
か
ら
、
明
日

か
ら
術
着
で
来
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
、
病
院
の
術
着
を
も
ら
い

ま
し
た
。
仕
事
終
わ
り
に
は
ド

ク
タ
ー
た
ち
に
連
れ
ら
れ
メ

ン
フ
ィ
ス
名
物
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
行

き
、
御
馳
走
に
な
っ
た
の
で
す

　

夏
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
米
国
の
テ
ネ
シ
ー
大
学
メ

ン
フ
ィ
ス
校
の
大
学
病
院
を
見

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
日
の
昼
に
テ
ネ
シ

ー
州
メ
ン
フ
ィ
ス
に
到
着
。
ア

メ
リ
カ
と
い
う
国
は
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

に
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
り
す
る

の
で
、
出
発
前
に
医
学
部
ウ
ォ

ー
カ
ー
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

読
み
、
先
輩
方
が
ど
の
点
で
苦

労
さ
れ
た
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
も
一
つ

持
参
、
食
料
も
い
つ
ど
こ
で
安

全
に
調
達
す
る
か
も
考
え
て
お

き
、
ト
イ
レ
の
水
の
流
れ
も
確

認
。
こ
の
よ
う
に
、
到
着
直
後

は
ど
こ
に
落
と
し
穴
が
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
ド
キ
ド
キ

し
て
肩
に
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
思
い
の
ほ
か
全
て
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
ん
で
ほ
っ
と
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
夜
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
る
と
水
し
か
出
ず
、
落
と
し

穴
は
こ
こ
だ
っ
た
の
か
ぁ
！
と

平
仁
田
さ
ん
と
大
笑
い
し
ま
し

た
。来
年
行
く
方
は
、ま
ず
シ
ャ

ワ
ー
の
お
湯
が
ち
ゃ
ん
と
出
る

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
十
日
の
午
後
か
ら
毎
年
開

催
さ
れ
る
テ
ネ
シ
ー
州
の
脳
外

科
医
学
会（
事
前
申
込
）に
参
加

し
ま
し
た
。
メ
ン
フ
ィ
ス
は
人

口
の
八
割
く
ら
い
が
黒
人
、
二

割
が
白
人
と
い
う
環
境
で
す
が
、

脳
外
科
医
は
全
員
、
白
人
男
性

だ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

二
十
三
日
の
月
曜
日
か
ら
、

よ
う
や
く
大
学
病
院
で
の
実
習

で
す
。
最
初
の
二
日
間
は
救
急

の
な
か
で
も
外
傷
を
専
門
に

扱
っ
て
い
るTraum

a Center

で
す
。
午
前
中
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
総

回
診
で
、
午
後
は
研
修
医
の
先

生
と
一
緒
に
午
前
中
の
総
回
診

で
指
示
さ
れ
た
事
の
オ
ー
ダ
ー

を
手
伝
い
ま
し
た
。
驚
き
な
の

は
、
オ
ー
ダ
ー
は
す
べ
て
手
書

き
で
手
動
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

二
十
五
、二
十
六
日
は
麻
酔
科
で

す
。「
二
日
間
だ
け
だ
か
ら
最
大

限
、学
べ
る
よ
う
に
し
よ
う
ね
。」

と
言
わ
れ
、
次
か
ら
次
へ
と
麻

酔
の
導
入
を
行
う
部
屋
を
渡
り

歩
き
、
一
日
に
六
、七
件
の
麻
酔

導
入
を
見
ま
し
た
。
二
十
七
、三

十
日
は
産
婦
人
科
で
す
。
基
本

的
に
救
急
で
駆
け
込
ん
で
き
た

妊
婦
の
評
価
、
診
察
を
実
際
に

行
い
、
分
娩
を
見
学
し
ま
し
た
。

三
十
一
日
は
内
科
で
す
。
朝
一

番
に
、
内
科
の
チ
ー
ム
の
一
番

上
の
女
の
先
生
と
一
緒
に
刑
務

所
か
ら
運
ば
れ
た
患
者
用
の
病

棟
へ
行
き
診
察
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
一
般
病
棟
や
救
急
に
戻

り
診
察
を
続
け
ま
し
た
。
ど
の

科
で
も
、
や
り
た
い
と
言
え
ば

手
技
を
色
々
さ
せ
て
も
ら
え
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
短
期
間
で
し
た
が

幅
広
く
見
学
で
き
、
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
弘
前
大

学
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
本

学
研
究
科
国
際
交
流
研
究
委
員

会
、
特
に
委
員
長
の
伊
東 

健

先
生
並
び
に
諸
先
生
方
に
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

テ
ネ
シ
ー
大
学
で
の
実
習
レ
ポ
ー
ト

医
学
科
五
年　

吉　

原　
　
　

静

テ
ネ
シ
ー
大
学
メ
ン
フ
ィ
ス
校

で
の
病
院
実
習医

学
科
五
年　

平
仁
田　

長　

美

実
力
が
あ
る
と
か
、
医
学
教
育

が
良
い
と
か
言
わ
れ
ま
す
。
今

回
の
実
習
で
は
、
日
米
で
学

生
の
質
や
机
上
の
教
育
に
差

が
無
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
米
国
の
病
院
実
習

の
特
徴
と
し
て
、
と
に
か
く

数
を
こ
な
し
「
習
う
よ
り
慣

れ
ろ
」
で
実
力
を
底
上
げ
す

る
た
め
、
研
修
医
ま
で
は
米

国
の
ほ
う
が
実
力
が
上
に
思

え
ま
し
た
。
し
か
し
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
レ
ベ
ル
で
は
、
日

本
と
同
等
か
、
む
し
ろ
日
本

が
勝
っ
て
い
る
印
象
も
受
け

ま
し
た
。
日
米
の
違
い
だ
け

で
な
く
、
自
国
の
良
さ
も
再
発

見
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

楽しかった脳外科。笑っていますが15時間
労働で限界が近い。先生はこの後当直。

三
沢
空
軍
基
地
で
の
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年　

佐　

藤　

麻　

朝

　

十
日
間
の
研
修
中
は
自
分
の

見
学
し
た
い
診
療
科
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
私
は
毎
日
の
よ
う

に
小
児
科
へ
通
っ
て
い
た
。
基

地
の
小
児
科
で
は
、
風
邪
、
中

耳
炎
、
検
診
な
ど
の
、
Ｂ
Ｓ
Ｌ

で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ん
達
を
た
く
さ

ん
診
た
。
診
察
の
時
に
一
番
感

心
し
た
こ
と
は
、
若
い
医
師
で

も
子
供
を
ほ
と
ん
ど
泣
か
せ
ず

に
診
療
で
き
る
こ
と
、
特
に
子

供
が
嫌
が
る
耳
、
鼻
、
喉
の
診

察
を
さ
ら
っ
と
こ
な
し
て
い
た

こ
と
だ
。
Dr.
は
と
て
も
優
し

く
、
子
供
の
身
体
診
察
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
質

問
す
る
と
私
が
理
解
で
き
る

ま
で
答
え
て
く
れ
た
。
本
を

借
り
て
読
む
と
、
日
本
の
教

科
書
に
は
出
て
こ
な
い
よ
う

な
疾
患
の
写
真
が
多
数
で
て

い
て
興
味
深
か
っ
た
。
子
供

を
隅
々
ま
で
丁
寧
に
診
る
こ

と
、
子
供
や
親
の
目
線
で
話
す

こ
と
、
親
の
心
配
を
良
く
聞
い

て
安
心
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。
他
に
、
産
婦
人

科
、Fam

ily practice

を
専
門

と
す
る
家
庭
医
の
よ
う
な
診
療

科
を
見
た
。
産
婦
人
科
は
、
出

産
前
後
の
管
理
を
主
な
業
務
と

し
て
い
た
が
、
入
院
期
間
が
約

一
週
間
の
日
本
と
違
い
、
大
き

な
問
題
が
な
け
れ
ば
産
後
二
、

三
日
で
退
院
さ
せ
て
し
ま
い
、

日
本
の
病
院
の
事
情
し
か
知
ら

な
い
私
に
は
少
々
心
配
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
本
人
や

家
族
も
早
く
自
分
の
家
に
新
し

い
家
族
を
迎
え
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
、
納
得
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。Fam

ily practice

の
Dr.
は
熟
練
し
て
お
り
、
大
人

か
ら
乳
幼
児
ま
で
一
家
族
全
員

を
把
握
し
、
人
間
的
に
も
優
れ

た
方
々
だ
っ
た
。
ま
た
、
Dr.
同

士
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
ス
タ
ッ

フ
と
も
関
係
が
よ
く
、
信
頼
関

係
が
厚
い
こ
と
も
印
象
的
だ
っ

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
家
は

大
き
く
て
広
く
、
冷
蔵
庫
も
大

き
く
、
中
に
入
っ
て
い
る
牛
乳

パ
ッ
ク
も
か
な
り
大
き
く
、
さ

す
が
ア
メ
リ
カ
！
と
い
う
感
想

し
か
出
て
こ
な
い
ほ
ど
素
敵

だ
っ
た
。
夕
方
以
降
は
、
バ
ル

コ
ニ
ー
で
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
し

た
り
、
海
岸
に
花
火
を
見
に

行
っ
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

い
っ
て
踊
っ
た
り
、
ソ
フ
ァ
ー

に
寄
り
か
か
っ
て
ビ
ー
ル
と
チ

キ
ン
片
手
に
（
基
地
内
は
と
に

か
く
ビ
ー
ル
が
安
い
！
）
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
を
観
賞
し
た
り
、
と

毎
日
充
実
し
て
い
た
。

　

三
沢
か
ら
帰
る
こ
ろ
に
は
、

か
な
り
上
達
し
た
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
予
定

だ
っ
た
が
、
現
実
は
そ
う
甘
い

も
の
で
は
な
く
、
口
か
ら
出
る

英
語
は
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
で
も
、

相
手
が
一
生
懸
命
に
理
解
し
て

話
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
と

り
あ
え
ず
し
ゃ
べ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
！

と
い
う
度
胸
だ
け
つ
け
て
帰
っ

て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
大
ら

か
さ
に
、
パ
ワ
ー
、
タ
フ
さ
に

圧
倒
さ
れ
、
十
日
間
の
研
修
を

終
え
た
後
は
充
実
感
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。
今
後
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
や

生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
え
る
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き

て
、
と
て
も
満
足
し
て
い
る
。

　

三
沢
で
の
研
修
に
あ
た
り
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
廣
田
教

授
、
伊
東
教
授
を
初
め
と
す
る

諸
先
生
方
、
総
務
部
の
方
々
、

希
望
通
り
の
研
修
を
叶
え
て

く
だ
さ
っ
たM

isaw
a A

.B. 
H
ospital

の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三
沢
で
過
ご
し
た
素
敵
な
日
々

医
学
科
五
年　

坂　

本　

瑛　

子

　

八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
三

日
の
十
日
間
、
夏
期
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
三
沢
米
軍
基
地

病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
三
沢
米
軍
基
地
内
の
施
設

は
全
て
が
ア
メ
リ
カ
仕
様
に
作

ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
る
で
ア

メ
リ
カ
に
い
る
か
の
よ
う
な
感

覚
で
し
た
。
十
日
と
い
う
短
い

期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
病

院
実
習
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

研
修
内
容
は
、
米
軍
基
地
病

院
で
外
来
や
手
術
を
見
学
し
、

最
終
日
に
自
分
の
興
味
を
持
っ

た
疾
患
に
つ
い
て
先
生
方
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
（
私
は
蕁
麻

疹
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
）。
診
察

は
全
て
が
英
語
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
の
で
、
理
解
す
る
の
に
苦

労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
病
院
で
は
診
ら
れ
な

い
よ
う
なcom

m
on disease

を
沢
山
診
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
人

生
初
の
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
人
に
物

事
を
説
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ

や
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
期
間
中
は
病
院
関
係
者

の
方
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
し
て
、
日
常
英
会

話
や
ア
メ
リ
カ
の
生
活
習
慣
な

ど
病
院
実
習
だ
け
で
は
学
べ
な

い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

一
緒
に
料
理
や
買
い
物
を
し
た

り
、
基
地
内
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
り
、
休
日
に
は
小
児
科

の
先
生
方
と
一
緒
に
ボ
ー
リ
ン

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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グ
を
し
た
り
と
病
院
実
習
以
外

の
時
間
も
と
て
も
楽
し
く
充
実

し
て
い
ま
し
た
。

　

病
院
実
習
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
い
ず
れ
も
、
三
沢
米
軍
基
地

の
方
々
に
は
と
て
も
親
切
に
接

し
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
人

と
出
会
い
、
そ
の
優
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
で
、「
も
っ
と
一
生

懸
命
勉
強
し
て
良
い
医
者
と
な

　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六

日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
の
約
二

週
間
、
三
沢
米
空
軍
基
地
内
の

病
院
で
研
修
を
さ
せ
て
頂
い
て

来
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
当
日
ま
で
、
期
間
中

何
を
す
る
の
か
あ
ま
り
決
定
し

て
お
ら
ず
、
若
干
心
配
な
気
持

ち
で
三
沢
に
向
か
っ
た
の
で
す

が
、
基
地
に
到
着
し
て
か
ら
は

心
配
も
吹
っ
飛
び
、
楽
し
く
充

実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

研
修
期
間
はD

r. W
anker

の
お
宅
に
滞
在
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。D

r. W
anker

ご
夫
妻

は
共
に
基
地
内
で
働
く
医
師
で

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
三
人
の
お
子

さ
ん
が
い
ま
す
。
朝
七
時
に
子

供
を
基
地
内
の
保
育
園
に
預
け

て
か
ら
出
勤
し
、
十
七
時
に
仕

事
を
終
え
、
子
供
を
連
れ
て
家

に
帰
る
と
い
う
毎
日
で
し
た
。

　

基
地
の
中
は
建
物
の
作
り
や

道
路
の
幅
、
芝
生
が
多
い
こ
と

な
ど
、
本
当
に
ア
メ
リ
カ
に
来

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
覚

に
お
ち
い
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の

雰
囲
気
で
し
た
。
あ
る
日
の
午

後
、
先
生
方
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

す
る
と
い
う
の
で
、
一
緒
に
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
周
囲

は
広
い
芝
生
に
囲
ま
れ
て
す
が

す
が
し
く
、
頭
上
を
着
陸
間
際

の
戦
闘
機
が
通
り
抜
け
る
こ
と

も
あ
り
、
基
地
内
で
し
か
で
き

な
い
様
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
理
由
の
一

つ
は
、
基
地
の
様
な
資
源
の
限

ら
れ
た
場
所
で
ど
の
よ
う
に
医

療
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
地
域

医
療
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
も
十
分
見
学

で
き
ま
し
た
。
特
にFam

ily 
M

edicine

と
呼
ば
れ
る
医
師

が
基
地
内
の
医
師
の
半
分
く
ら

い
を
占
め
て
い
て
、
幅
広
い
診

療
に
携
わ
っ
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。
そ
の
診
療
内
容
は

一
般
的
な
風
邪
か
ら
、
悪
性
黒

三
沢
空
軍
病
院
で
の
研
修
参
加
記

医
学
科
五
年　

植　

野　
　
　

優

三
沢
空
軍
病
院
で
の
実
習
を
終
え
て

医
学
科
五
年　

渡　

会　

昌　

広

　

弘
前
大
学
に
は
三
沢
空

軍
病
院
で
の
夏
季
研
修

（Externship

）
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
先
輩
方
の
書
か
れ

た
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
記
事

で
知
り
ま
し
た
。
青
森
に
居
な

が
ら
に
し
て
「
海
外
」
に
行
け

る
と
い
う
機
会
を
自
分
も
体
験

し
た
い
と
思
い
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
応
募
し
ま
し
た
。
学

内
で
の
面
接
の
後
に
許
可
を

い
た
だ
き
、
二
〇
〇
九
年
七

月
十
九
日
（
月
）
か
ら
七
月

三
十
一
日
（
土
）
ま
で
の
二
週

間
、
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

三
沢
で
の
実
習
の
目
的
は
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
医
療
の

違
い
を
知
り
た
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
第
一
で
す
。
基
地
内
の

病
院
で
あ
る
の
で
、
日
本
の
大

学
病
院
や
市
中
病
院
と
は
同
じ

よ
う
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
二
週
間
で
感
じ
た
こ
と
を

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
習
で
一
番
感
じ
た

こ
と
は
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

Buckalew

夫
妻
は
「
自
分
の

家
の
よ
う
に
過
ご
せ
ば
い
い
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
生
活
に

必
要
な
も
の
や
実
習
・
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
も
の

を
す
べ
て
整
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
二
週
間
の
滞

在
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
企
画
し
て
下
さ
っ
た

り
、
自
分
の
趣
味
を
聞
い
て

プ
ー
ル
や
ゴ
ル
フ
に
誘
っ
て
下

さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
期
待
以
上
の
お
も
て
な
し
を

用
意
し
て
何
と
か
楽
し
ま
せ
よ

う
と
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

色
腫
を
心
配
さ
れ
た
患
者
さ

ん
、
ひ
ざ
、
腰
、
肩
の
痛
み
な

ど
整
形
外
科
的
な
訴
え
、
角
膜

炎
、
急
性
中
耳
炎
な
ど
な
ど
で

す
。
彼
らgeneralist

の
活
躍

が
基
地
の
医
療
を
成
り
立
た
せ

て
い
る
秘
密
の
一
つ
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

小
児
科
で
は
定
期
健
診
を
沢

山
見
学
で
き
、
特
に
子
供
を
楽

し
ま
せ
な
が
ら
診
察
を
す
る

様
子
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

心
音
を
聞
く
と
き
は
、「
君
の

心
臓
の
音
っ
て
ど
ん
な
だ
と

思
う
？
ゲ
ロ
ッ
、
ゲ
ロ
ッ
か

な
？
」
な
ど
と
、
聴
診
器
を
当

て
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
終
わ
り
頃
に
は
恒
例

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
病
院
中
に
さ
れ
る
な
ど
、

発
表
前
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

終
わ
っ
た
後
は
先
生
方
か
ら

様
々
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
充

実
し
た
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
下
さ
り
伊
東
教
授
を

始
め
国
際
交
流
委
員
会
の
先
生

方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
制
度
が
空
軍
病
院
の

方
々
の
ご
好
意
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
三
沢
に
行
く
ま

で
は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
三
沢
に
い
る
間
は
そ
ん
な

不
安
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る

く
ら
い
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

病
院
で
感
じ
た
こ
と
は
、
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
が
本
当
に
よ
く

話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
れ
違
う
時
に
挨
拶
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
話
を
し
た
り
週
末 Buckalew夫妻（左）とホームパーティーにて

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

る
こ
と
で
こ
の
優
し
さ
に
応
え

な
け
れ
ば
」
と
感
じ
、
学
業
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
三
沢
米
軍
基
地
で
の
夏

期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
普

段
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
素
晴
ら
し
い
経
験
を
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
思
う
の
で
、

来
年
以
降
も
よ
り
多
く
の
方
に

是
非
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
夏
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
・
運
営
し
て
下
さ
っ
た
先
生

方
、
三
沢
米
軍
基
地
の
方
々
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
を

迷
っ
て
い
た
時
に
後
押
し
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
一

緒
に
研
修
に
参
加
し
助
け
て
く

れ
た
佐
藤
麻
朝
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
予
定
を
聞
い
た
り
、
す
ん
な

り
通
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
挨
拶
も
し
な
い
で
通
り

過
ぎ
る
日
本
と
は
大
き
く
違
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療
の

違
い
を
見
た
く
て
実
習
に
行
き

ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
診
方

や
検
査
な
ど
に
関
し
て
は
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
が
答

え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
タ

イ
ル
と
い
っ
た
文
化
の
違
い
が

あ
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
が
今

回
の
実
習
を
通
し
て
得
た
感
想

で
す
。

　

最
後
に
、
三
沢
で
の
実
習
や

生
活
を
援
助
し
て
く
だ
さ
っ
た

W
anker

先
生
やBuckalew

夫
妻
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
伊
東
先
生
、
な
ら
び
に

関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

総
合
文
化
祭
で
の
医
学
展

は
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り

ま
し
た
！
今
年
も
十
月
二
十
二

日
（
金
）
か
ら
二
十
四
日
（
日
）

ま
で
の
三
日
間
、
一
年
生
か
ら

五
年
生
ま
で
総
勢
八
十
五
名
の

学
生
が
参
加
し
て
医
学
展
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
医
学
展
の
来
場
者
数
は

千
五
百
人
以
上
に
も
な
り
、
総

合
文
化
祭
来
場
者
の
四
人
に
一

人
程
度
が
医
学
展
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
け
る
ま
で
に
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　

医
学
展
と
は
、「
我
々
学
生

は
講
義
・
実
習
を
通
し
て
学
ん

だ
知
識
・
技
術
を
地
域
社
会
に

還
元
す
る
役
割
を
持
つ
」
と
い

う
理
念
の
下
、
青
森
県
民
の
健

康
増
進
を
目
標
に
医
学
生
有
志

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
医
学
部
最

大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年

は
社
会
医
学
、
精
神
医
学
、
臓

器
展
示
、
治
療
手
技
、
産
婦
人

科
、
救
急
医
学
の
六
つ
の
ブ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
。

　

社
会
医
学
ブ
ー
ス
で
は
、
社

会
医
学
講
座
の
ご
協
力
の
下
、

四
肢
血
圧
、
骨
密
度
、
体
組
成

を
測
定
し
ま
し
た
。
三
日
間
で

延
べ
七
百
人
も
の
お
客
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。「
今

年
で
三
回
目
」
と
い
っ
た
リ

ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
の
多
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
健
康
に
役
立

て
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。

　

精
神
医
学
ブ
ー
ス
で
は
、
神

経
精
神
医
学
講
座
の
ご
協
力
の

下
、
Ｔ
Ｅ
Ｇ
と
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
を
用

い
て
性
格
診
断
と
気
分
診
断
を

行
い
ま
し
た
。
人
気
№
１
の
ブ

ー
ス
で
あ
り
、
延
べ
千
人
も
の

お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
女
性
に
人
気
の
ブ
ー
ス

で
様
々
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
共

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

臓
器
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
生

体
構
造
医
科
学
講
座
、
病
理
生

命
科
学
講
座
、
脳
神
経
病
理
学

講
座
の
ご
協
力
の
下
、
様
々
な

正
常
臓
器
・
組
織
、
病
理
標
本

を
お
借
り
し
て
展
示
し
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
は
日

頃
見
る
こ
と
の
な
い
体
の
内
側

を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
気
持

ち
悪
い
」
と
い
い
な
が
ら
も
ス

タ
ッ
フ
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い

て
勉
強
し
て
い
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

治
療
手
技
ブ
ー
ス
で
は
、
消

化
器
外
科
学
講
座
等
の
ご
協
力

の
下
、
腹
腔
鏡
下
手
術
体
験
、

外
科
結
び
体
験
、
脳
カ
テ
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
脳
カ
テ
体
験

で
は
、
今
年
初
の
試
み
で
あ
る

ス
テ
ン
ト
を
用
い
た
脳
動
脈
狭

窄
病
変
の
拡
張
手
術
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
家
族
連
れ
の
お

客
さ
ん
に
人
気
の
ブ
ー
ス
で
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。
手
術
の
難
し
さ

を
実
感
し
た
と
い
う
お
客
さ
ん

が
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

産
婦
人
科
ブ
ー
ス
で
は
、
産

婦
人
科
学
講
座
の
ご
協
力
の

下
、
妊
婦
体
験
、
胎
児
エ
コ
ー
、

そ
し
て
今
年
初
の
試
み
で
あ
る

乳
が
ん
自
己
検
診
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
妊
婦
体
験
す
る
こ
と

や
胎
児
エ
コ
ー
を
見
る
こ
と
で

子
供
を
作
る
決
心
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
る
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
な
ど
、
想
定
外
の
反
響

ま
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
乳
が

ん
自
己
検
診
で
は
、
熱
心
に
方

法
を
勉
強
し
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
さ

ん
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

救
急
医
学
ブ
ー
ス
で
は
、
救

急
・
災
害
医
学
講
座
の
ご
協
力

の
下
、
胸
骨
圧
迫
な
ど
救
命
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
お
子
様
か

ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
お

客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
た
の

が
我
々
と
し
て
は
意
外
で
驚
き

で
し
た
。
救
命
に
関
し
て
地
域

の
皆
様
が
関
心
を
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も
「
知
の
創
造
」

と
の
共
同
企
画
を
行
い
、
整
形

外
科
学
講
座
教
授
の
藤
先
生

は
「
ヒ
ト
の
手
に
つ
い
て
考
え

る
」、
産
婦
人
科
学
講
座
教
授

の
水
沼
先
生
は
「
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
藤
先
生
の
手
に

つ
い
て
の
お
話
に
多
く
の
お
客

さ
ん
が
魅
了
さ
れ
、
手
の
魅
力

を
最
大
限
に
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
水
沼
先
生
の
お
話
で

は
、
特
に
女
性
の
方
は
ご
自
身

の
身
に
起
き
て
い
る
、
ま
た
は

今
後
起
こ
る
変
化
へ
の
対
処
法

を
熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
お
ら
れ

医学科４年　代　表：小　玉　　　聡
　　　　　　副代表：近　都　正　幸
　　　　　　　　　　深　澤　のぞみ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

医学展2010を
 振り返って
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診
療
教
授
等
称
号
付
与
者

診
療
教
授

　

小
野　

修
一
（
放
射
線
科
学
講
座
准
教
授
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

　

須
貝　

道
博
（
小
児
外
科
准
教
授
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

　

青
木　

昌
彦
（
放
射
線
部
准
教
授
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

診
療
准
教
授

　

三
浦　

弘
行
（
放
射
線
科
講
師
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

診
療
講
師

　

澁
谷　

剛
一
（
放
射
線
科
助
教
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

弘
前
大
学
医
学
部

　

臨
床
教
授
・
臨
床
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　

称
号
付
与
者

臨
床
教
授

　

淀
野　

　

啓
（（
財
）
鳴
海
研
究
所
清
明
会
鳴
海
病
院 

理
事
長
・
院
長
）

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

成
績
（
連
絡
の
あ
っ
た
も
の
の
み
）

【
準
硬
式
野
球
部
】
優
勝

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】
準
優
勝

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
男
子
団
体
／
第

三
位
、
女
子
団
体
／
優
勝
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
／
第
三
位
：
山
内
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
／
ベ
ス
ト
８
：
四
茂
野
・
山
内
ペ
ア

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】
男
子
個
人
／
ベ

ス
ト
16
：
萩
原
・
木
下
ペ
ア
、
女
子
団

体
／
第
四
位
、
女
子
個
人
／
ベ
ス
ト

８
：
石
亀
・
大
森
ペ
ア
、
加
藤
・
大
津

ペ
ア

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
男
子
／
ベ
ス
ト

８
、
女
子
／
ベ
ス
ト
８

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】
女
子
／
ベ

ス
ト
８

【
空
手
道
部
】
男
子
個
人
（
組
手
）
／

準
優
勝
：
内
田
康
幸

【
陸
上
競
技
部
】
一
一
〇
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

／
第
三
位
：
四
條
泰
陽
、
走
り
幅
跳
び

／
優
勝
：
小
玉
祐

【
水
泳
部
】
女
子
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
／
優
勝
（
大
会
新
）
：
高
林
杏
奈
、

女
子
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形
／
優
勝
（
大
会

新
）
：
高
林
杏
奈

● 

大
会
本
部
か
ら
届
い
た
総
合
成
績

〈
男
女
総
合
〉
順
位
﹇
得
点
﹈
学
校
名

１
﹇
五
十
二
﹈
順
天
堂
大
学

２
﹇
四
十
六
・
五
﹈
新
潟
大
学

３
﹇
四
十
五
﹈
山
形
大
学

４
﹇
四
十
四
﹈
自
治
医
科
大
学

５
﹇
四
十
三
・
五
﹈
筑
波
大
学

６
﹇
四
十
三
﹈
慶
応
義
塾
大
学

14
﹇
二
十
二
・
五
﹈
弘
前
大
学

〈
女
子
〉

１
﹇
三
十
一
・
五
﹈
筑
波
大
学

２
﹇
二
十
四
・
五
﹈
山
形
大
学

３
﹇
二
十
﹈
秋
田
大
学

４
﹇
十
六
・
五
﹈
新
潟
大
学

５
﹇
十
六
﹈
東
京
女
子
医
科
大
学

６
﹇
十
三
﹈
日
本
医
科
大
学

10
﹇
十
﹈
弘
前
大
学

《
第
五
十
二
回
東
医
体
冬
期
部
門
成
績
》

【
ス
キ
ー
部
】﹇
男
子
個
人
﹈
複
合
／
第

五
位
：
吉
川
良
平
、﹇
女
子
個
人
﹈
ス
ー

パ
ー
大
回
転
／
第
四
位
：
瀬
川
千
紘
、

大
回
転
／
第
二
位
：
瀬
川
千
紘
、
女
子

複
合
／
第
六
位
：
瀬
川
千
紘

第53回東医体において準硬式野球、第53回東医体において準硬式野球、
バドミントン女子団体で優勝！バドミントン女子団体で優勝！
個人陸上個人陸上、、個人水泳でも優勝！個人水泳でも優勝！

　

本
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
杏
林
大
学
、
日
本
医
科
大

学
、
新
潟
大
学
、
防
衛
医
科
大

学
校
（
杏
林
大
学
が
主
管
代
表

校
）
の
主
管
で
行
わ
れ
た
第

五
十
三
回
東
日
本
医
科
学
生
総

合
体
育
大
会
夏
季
大
会
に
お
い

て
、
弘
前
大
学
学
生
は
日
頃
の

練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

男
女
総
合
で
第
十
四
位
と
健
闘

し
た
。
今
後
と
も
ス
ポ
ー
ツ
と

医
学
の
習
得
を
両
立
さ
せ
て
一

層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
そ

し
て
ま
た
周
囲
に
も
元
気
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
連
絡
の
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
の
み
、
結
果
を
以
下
に
掲

げ
る
。

分子生体防御学講座　教授　分子生体防御学講座　教授　伊　東　　　健伊　東　　　健

●
大
学
院
医
学
研
究
科

辞
職
（
22
・
９
・
30
）

　
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
手

　

遠
藤　

知
秀 

 

　
〈
弘
前
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
〉

　
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

助
教

　

差
波　

拓
志

　
〈
医
療
法
人
白
生
会
胃
腸
病
院
〉

　
皮
膚
科
学
講
座　

助
教

　

武
田　

仁
志
〈
医
員
〉

採
用
（
22
・
10
・
１
）

　
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
手

　

田
中　

佳
人

　
〈
八
戸
市
立
市
民
病
院
〉

　
感
染
生
体
防
御
学
講
座　

助
教

　

浅
野
ク
リ
ス
ナ

　
消
化
器
外
科
学
講
座　

助
教

　

諸
橋　

　

一
〈
医
員
〉

昇
任
（
22
・
10
・
１
）

　
先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

准
教
授

　

鳴
海　

俊
治
〈
附
属
病
院
講
師
〉

　
小
児
科
学
講
座　

助
教

　

渡
邊
祥
二
郎

　
〈
小
児
科
学
講
座
助
手
〉

配
置
換
（
22
・
10
・
１
）

　
皮
膚
科
学
講
座　

助
手

　

是
川
あ
ゆ
美
〈
皮
膚
科
助
手
〉

休
職
（
22
・
10
・
１
）

　
小
児
科
学
講
座　

助
教

　

工
藤　

　

耕

　
麻
酔
科
学
講
座　

助
教

　

丹
羽　

英
智

採
用
（
22
・
11
・
１
）

　
先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
手

　

今
西　

賢
悟
〈
市
立
函
館
病
院
〉

　
地
域
医
療
学
講
座　

助
手

　

松
本　

敦
史
〈
医
員
〉

　
地
域
医
療
学
講
座　

助
手

　

盛　
　

泰
子
〈
医
員
〉

昇
任
（
22
・
11
・
１
）

　
地
域
医
療
学
講
座　

准
教
授

　

中
村　

典
雄

　
〈
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
腎
臓
内
科
講
師
〉

　
地
域
医
療
学
講
座　

講
師

　

吉
村　

徹
郎

　
〈
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科
助
教
〉

　
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

講
師

　

樋
熊　

拓
未

　
〈
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
腎
臓
内
科
助
教
〉

配
置
換
（
22
・
11
・
１
）

　
脳
神
経
内
科
学
講
座　

助
教

　

渡
辺　

光
法
〈
神
経
内
科
助
教
〉

　
小
児
科
学
講
座　

助
手

　

敦
賀　

和
志
〈
小
児
科
助
手
〉

●
附
属
病
院

辞
職
（
22
・
９
・
30
）

　
呼
吸
器
外
科
・
心
臓
血
管
外
科　

助
手

　

野
村　

亜
南

　
〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

　
泌
尿
器
科　

助
手

　

鈴
木
裕
一
朗

　
〈
鷹
揚
郷
腎
研
究
所
弘
前
病
院
〉

採
用
（
22
・
10
・
１
） 

 

　
小
児
外
科　

講
師

　

梅
原　

　

実
〈
自
治
医
科
大
学
〉

　
呼
吸
器
外
科
・
心
臓
血
管
外
科　

助
教

　

渡
辺　

健
一

　
〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教

　

大
石　

裕
誉
〈
医
員
〉

昇
任
（
22
・
10
・
１
）

　
小
児
外
科　

准
教
授

　

須
貝　

道
博
〈
小
児
外
科
講
師
〉

　
消
化
器
外
科
・
乳
腺
外
科
・
甲
状
腺
外
科　

講
師

　

村
田　

暁
彦

　
〈
消
化
器
外
科
学
講
座
助
教
〉

眼
科　

講
師

　

目
時　

友
美
〈
眼
科
助
教
〉

　
小
児
科　

助
教

　

佐
藤　

知
彦
〈
小
児
科
助
手
〉

勤
務
配
置
異
動
（
22
・
10
・
１
）

　
皮
膚
科　

助
手

　

六
戸　

大
樹

　
〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
助
手
〉

辞
職
（
22
・
10
・
31
）

　
放
射
線
科　

講
師

　

長
畑　

守
雄

　
〈
山
形
市
立
病
院
済
生
館
〉

採
用
（
22
・
11
・
１
）

　
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科　

助
教

　

櫻
庭
美
耶
子
〈
医
員
〉

　
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー　

助
教

　

今
野　

友
貴
〈
医
員
〉

　
神
経
内
科　

助
手

　

若
佐
谷
保
仁
〈
医
員
〉

　
泌
尿
器
科　

助
手

　

得
居　

範
子
〈
医
員
〉

配
置
換
（
22
・
11
・
１
）

　
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
腎
臓
内
科　

助
教

　

齋
藤　

　

新

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
助
教
〉

休
職
（
22
・
11
・
１
）

　
産
科
婦
人
科　

助
教

　

二
神　

真
行

辞
職
（
22
・
11
・
30
）

　
神
経
科
精
神
科　

助
手

　

知
多　

美
彦
〈
医
員
〉

　

我
が
国
周
辺
の
国
際
情
勢
が
不

確
実
性
を
増
し
て
い
る
。「
戦
略

的
互
恵
関
係
」
と
は
「
ぎ
く
し
ゃ

く
し
た
関
係
」
の
こ
と
を
指
す
、

な
ど
と
流
行
語
辞
書
に
載
り
か
ね

な
い
ほ
ど
だ
。
母
国
を
愛
す
る
こ

と
は
よ
し
と
し
て
、
多
様
性
を
排

し
、
行
き
過
ぎ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
生
ん
だ

こ
と
も
リ
ー
ダ
ー
達
は
皆
知
っ
て

い
る
は
ず
な
の
だ
が
。

　

十
月
、
名
古
屋
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が

開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
の
一
つ
は

生
物
の
多
様
性
の
保
全
。
地
球
上

の
す
べ
て
の
命
は
繋
が
り
、
木
も

草
も
鳥
も
そ
し
て
微
生
物
も
無
駄

な
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い
。
人
間

も
そ
の
恵
み
を
戴
い
て
生
か
さ
れ

て
い
る
。
一
見
す
る
と
全
く
関
係

の
な
い
よ
う
な
生
態
変
化
が
人
類

に
思
わ
ぬ
影
響
を
与
え
る
。
そ
う

い
え
ば
、
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲

か
る
、
と
諺
に
も
あ
る
。

　

多
様
性
と
い
え
ば
、
医
学
研
究

科
で
は
実
に
多
く
の
人
々
が
、
多

様
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
互
い
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
病
院
に
つ
い
て
も
し
か
り
。

ど
の
診
療
科
も
世
界
水
準
の
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
ろ

う
が
、
多
様
な
疾
患
を
有
す
る
患

者
さ
ん
に
一
診
療
科
だ
け
で
高
度

治
療
を
施
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
だ
け
が
発
展
し
て
も

地
域
医
療
は
成
り
立
た
な
い
。
効

果
や
効
率
を
追
求
し
て
患
者
の
集

約
に
ば
か
り
腐
心
し
て
も
、
治
療

全
体
の
受
け
皿
を
充
実
さ
せ
な
け

れ
ば
医
療
と
し
て
は
片
手
落
ち
で

あ
る
。

　

本
紙
の
研
究
科
長
寄
稿
「
地
域

と
共
に
」で
は
、本
学
の
モ
ッ
ト
ー

と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
地
域
と
の
連
携
、
さ
ら

に
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
、
今
後
の
医
学
研
究
科
、
附
属

病
院
、
な
ら
び
に
地
域
医
療
の
問

題
解
決
や
今
後
の
発
展
に
と
っ
て

不
可
欠
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
こ

と
に
異
論
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
で
の
議
論
同
様
難
し
い
課

題
も
多
い
が
、
多
様
性
の
保
全
と

活
用
が
重
要
か
。

 

（
袴
田　

記
）

ま
し
た
。
両
教
授
の
講
演
会
ど

ち
ら
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
地
域
の
皆
様
の
関
心
の

高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
今
年
の
医
学

展
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
数
年
に
亘
っ
て
継
続
し

て
き
た
医
学
展
に
よ
っ
て
ご
自

身
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
医

学
展
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
お
客
さ
ん
が
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
は
広
報
活
動
に
も
力
を
入

れ
、
ご
自
身
の
健
康
に
関
心
が

あ
ま
り
な
い
地
域
の
方
に
も
医

学
展
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
自
身
の
健
康
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
た

ら
最
良
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
医

学
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
多

く
の
講
座
の
先
生
方
、
鵬
桜
会

の
皆
様
、
事
務
の
方
々
か
ら
多

大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）


